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このガイドの使い方

はじめに

「VRS ユーザーズ ガイ ド」 は、 VirtualReScan (VRS) の操作手順を説明します。 イ

メージ処理のプロの方はもちろん、 スキャニングに関して特別な知識のないユー
ザーでも、 VRS の機能を上手に利用できるよ うに、 必要な情報を提供します。

このガイ ドは、 「VRS インス トール ガイ ド」 に記載された手順に従って、 VRS 製品

のインス トールとテス トが正常に行われているこ とを前提に記述されています。

関連ドキュメン ト

VRS ユーザーズ マニュアルは、 VRS ドキュ メン トの中の 1 つです。 VRS 製品には、

次の関連ドキュ メン トが含まれます。

VRS インス トール ガイ ド  

「VRS インス トール ガイ ド」 では、 VRS のインス トール手順と製品ライセンスのア

クティベーシ ョ ン手順が説明されています。 このガイ ドは、 VRS アプ リ ケーシ ョ ン

のインス トールと設定を行うシステム管理者を対象と しています。 また、 Adrenaline 
SCSI スキャナ コン ト ローラのセッ ト アップについても説明します。

「VRS インス トール ガイ ド」 は PDF 形式ファイルで、 VRS インス トール CD から開

く こ とができます。 また、 Kofax Web (www.kofax.com) の Support ページにある  
Online Documentation からも開く こ とができます。

VRS オンライン ヘルプ 

VRS オンライン ヘルプは、 アプ リ ケーシ ョ ンに関するオンライン アシスタン ト を提

供します。 オンライン  ヘルプは、 VRS ユーザー インターフェイスから  F1 キーを押

すか、 VRS インタラ クティブ ビューアの [ ヘルプ ] メニューから  [VRS ヘルプ ] を選

択する と表示されます。
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VRS リ リース ノート  

最新の製品情報は、 VRS リ リース  ノートに掲載されています。 リ リース  ノートは注

意してお読みください。 これには、 他の VRS ドキュ メン トでは掲載されていない情

報などが含まれている場合があ り ます。

VRS リ リース  ノートは PDF 形式で、 Kofax Web (www.kofax.com) の Support ページに

ある  Online Documentation から開く こ とができます。

ト レーニング

Kofax では、 Kofax ソ リ ューシ ョ ンを最大限活用できるよ うに、 ト レーニングを提供

しています。 ト レーニング オプシ ョ ンと スケジュールに関する詳細は、 Kofax Web 
サイ ト （www.kofax.com） を参照して ください。

Kofax テクニカル サポート

Kofax 製品に関する最新のテクニカル情報は、 Kofax Web サイ ト  (http://www.kofax.com) 
から  Support ページを参照してください。 このページでは、 改訂履歴、 オンライン ド
キュ メン トやユーザーズ ガイ ド、 更新された製品のリ リース  ノート、 テクニカル ヒ
ン ト、 豊富なナレッジベースなど、 各製品に関する情報が提供されています。 VRS 
FAQ は、 VRS の Support ページに掲載されています。

また、 Kofax Web サイ トには Kofax 製品のサポート  オプシ ョ ンに関する情報も掲載

されています。 利用可能なサポート  オプシ ョ ンに関する詳細は、 Web サイ ト を参照

して ください。

Kofax テクニカル サポートへのお問い合わせの際は、 次の情報をご用意ください。

VRS バージ ョ ンとビルド番号

スキャニング アプリ ケーシ ョ ン

オペレーティング システムとサービス  パッ クのバージ ョ ン

スキャナの製造元およびモデル

SCSI スキャナ コン ト ローラ  
特殊なカスタム設定または総合情報
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第 1 章

概要

はじめに

VirtualReScan (VRS) は、 あらゆるタイプの文書に対して最良のイ メージ品質を提供

するこ とを目的と した画像処理ツールです。 VRS は、 誰でも簡単に使用できる、 非

常に効率的で多用途のイ メージング ツールで、 スキャニング アプ リ ケーシ ョ ンと併

用するこ とができます。 VRS のインタラ クティブ コン ト ロールを利用するこ とによ

り、 高い処理能力でイ メージを簡単に処理できます。 VRS は、 次の 3 つの方法でご

利用いただけます。

1 デフォルト設定 － VRS のデフォルト設定を使用するこ とで、 ドキュ メン ト

を簡単にスキャンし、 正確にデータをキャプチャできます。 これらのデフォ
ルト設定は、 調整するこ とな く幅広いドキュ メン トにおいて最良のイ メージ
品質が得られるよ うに設定されています。 

2 自動画像処理 － VRS はイ メージを監視して、 低画質のイ メージを検出し、

自動画像処理を行います。 これによ り、 画質エラーおよび認識エラーが大幅
に減少します。

3 手動画像処理 － VRS は、 手動でイ メージを修正するためのインタラ クティ

ブ コン ト ロールを提供します。 スキャンする ドキュ メン トの最良の設定を

一度決定するだけで、 残りの作業は VRS が行います。

洗練されたデフォルト設定を利用しても、 また独自のイ メージ調整を行っても、 す
べてのスキャン  イ メージを高品質に仕上げるこ とができます。

メモ  VRS には、 状況依存のオンライン ヘルプが備わっています。 F1 キーを押すと、

アプ リ ケーシ ョ ンから離れるこ とな く現行の画面に応じたヘルプにアクセスできる
ため、 重要な操作を行っている際に便利です。
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図 1-1  VRS イメージ処理ワークフロー

VRS イメージ処理ワークフロー

VRS は、 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンおよびスキャナと併用するこ とができま

す。 スキャニング アプ リ ケーシ ョ ンからのスキャン要求は、 イ メージ タイプ ( カ
ラー、 モノ ク ロ、 グレースケール ) を基に評価され、 処理されます。 イ メージをス

キャンする と、 適切な調整が行われ、 処理されたイ メージがスキャニング アプ リ

ケーシ ョ ンに送られます ( 図 1-1)。

基本機能

VRS は、 ユーザーの基準に沿ったスキャン イ メージの画質を提供します。 プロダク

シ ョ ン スキャナだけでなく、 すべてのスキャナに対して、 スキャンを簡単に、 よ り

低コス トで行えるよ うにデザインされています。 VRS は、 低画質のイ メージを直ち

に検出し、 自動画像処理を行います。 また、 インタラ クティブに調整できるコン ト
ロールを使用するこ とで、 簡単かつリ アルタイムにイ メージを修正できるため、 す
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べてのスキャン  イ メージをニーズに合わせた品質に仕上げるこ とができます。 基本

機能では、 次の処理が可能です。

ドキュ メン ト  サイズまたは品質が異なる複数のドキュ メン ト を含むバッチを

スキャンします。 そのため、 バッチを仕分ける必要はあ り ません。 VRS はイ

メージの傾き補正を行い、 元のドキュ メン トのサイズにクロ ップします。

紙詰ま りやデバイスの競合を自動的に検出して、 警告します。 その結果、 作
業時間は短縮し、 処理後の精度が向上します。

文字を歪めるこ とな く傾き補正を自動的に行います。 傾き補正を行う従来の
ソフ ト ウェア製品では文字にギザギザが現れていましたが、 VRS で傾き補正

を行った文字は滑らかで正確です ( 図 1-2)。

図 1-2  従来の傾き補正と   VRS の傾き補正

基本機能は、 モノ ク ロ出力に対しても最適化されているため、 次の処理も行います。

ドキュ メン ト  タイプに対して最適な明るさの設定を自動的に適用します。

OCR ( 光学式文字認識 ) の精度が重要であるバッチ スキャンにおいて、 従来、

コン ト ラス トの低いドキュ メン トには問題があ り ました。 VRS では、 かすれ

た内容を強調するこ とができ、 その結果、 低い解像度 (200 DPI など ) でも  
OCR の結果が向上します。

イ メージの最適化中に背景やノ イズを抑制するこ とでイ メージのファイル サ
イズを小さ く します。 その結果、 イ メージの保存に必要なディ スク空き容量
も少なくな り ます。

また、 VRS はあらゆるスキャン  イ メージの質の向上のために次のよ うな機能を備え

ています。

斑点ノ イズ除去

ガンマ補正

文字の拡大 / 縮小

長い用紙のサポート

詳細設定プロパティへのアクセス

白い背景のクロ ップと傾き補正
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VRS プロフェ ッシ ョナル機能

基本機能の他に、 VRS は次のよ うなプロフェ ッシ ョナル機能もサポート しています。

色の自動検出

背景のスムージング

自動の向き

空白ページの検出と削除

製品アップデートの自動確認

鮮明度の詳細設定

Kofax Capture (旧称: Ascent Capture) ユーザー用の [後で KC の品質管理で行う ] 
モード

デスク ト ップ、 ワークグループ、 またはプロダクシ ョ ン  VRS ラ イセンスを持つユー

ザーは、 VRS プロフェ ッシ ョナル機能を制限なく利用できます。 VRS 基本ライセン

スの場合、 VRS プロフェ ッシ ョナル機能の利用が制限されます。 このライセンスで

は、 VRS プロフェ ッシ ョナル機能をデモ モードで利用できます。 詳細は、 79 ページ

の 「プロフェ ッシ ョナル機能デモ」 を参照して ください。 VRS プロフェ ッシ ョナル

機能に関する詳細は、 15 ページの 「VRS の操作」 を参照して ください。

メモ  すべての VRS プロフェ ッシ ョナル機能を同時に有効にする と、 パフォーマン

スが著し く低下する場合があ り ます。

動作保証されたスキャニング アプリケーシ ョ ン

Kofax では、 動作保証プロセスの一環と して、 幅広い種類のスキャニング アプ リ

ケーシ ョ ンと  VRS の互換性をテス ト しています。 動作保証されたスキャニング アプ

リ ケーシ ョ ンの リ ス トは常に更新されていますが、 VRS は Kofax ImageControls ツー

ルキッ ト、 ISIS プログラム インターフェイス、 または TWAIN プログラム インター

フェイスをベース と したアプリ ケーシ ョ ンと も併用できるよ うに設計されています。

動作保証されたスキャナとそれ以外のスキャナ

VRS で動作保証されていないスキャナを使用する場合、 厳密なテス ト  プロセスを通

して、 最適なデフォルト設定を確認し選択しなければなり ません。 このため、 VRS 
で動作保証されたスキャナのみを使用するこ とを推奨します。 Kofax テクニカル サ
ポートは、 VRS 動作保証スキャナに関してのみ受けられます。 動作保証されている



概要

VirtualReScan (VRS) ユーザーズ ガイド 13

スキャナのリ ス トは、 Kofax Web サイ トの製品ページから参照して ください。 また、

VRS の製品ページには、 スキャナ名や製造元の他に、 次の情報が掲載されています。

VRS に使用される ド ライバ (TWAIN、 ISIS、 または Kofax SCSI)
ブラ ッ ク  ボーダーまたはホワイ ト  ボーダー ( 白または黒の背景色 ) のサポー

ト

最適なパフォーマンスを得るための追加メモ リの必要性 （該当する場合）

VRS 動作保証インターフェイス  (SSCI、 USB、 FireWire 、 または RJ45)

動作保証されていない ( 互換性のない ) いくつかのスキャナは、 スキャナ設定ユー

ティ リ ティで設定するこ とで、 VRS で使用するこ とができます。 ただし、 動作保証

されていないスキャナを VRS で使用する と、 イ メージの質が劣化するこ とがあるの

で注意してください。 VRS で使用できないスキャナも存在します。 動作保証されて

いないスキャナとの互換性を確保するには、 次の要件を満たしている必要があ り ま
す。

256 階調グレースケール イ メージを  1 つのイ メージと して出力する機能

TWAIN ド ラ イバまたは ISIS ド ラ イバのサポート

メモ  VRS は ISIS ド ラ イバを使用したスキャナで最適に動作しますが、

TWAIN ド ラ イバを使用したスキャナもいくつかサポート しています。

VRS で動作保証されていないスキャナに関する詳細は、 「VRS インス トール ガイ ド」

を参照して ください。
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第 2 章

VRS の操作

はじめに

この章では、 デフォルト設定を使用して VRS を操作する方法、 カスタム プロファ イ

ルをセッ ト アップする方法、 および VRS 調整コン ト ロールを使用して手動画像向上

機能を設定し、 使用する方法について説明します。 また、 VRS ユーザー インター

フェイスから利用可能な詳細機能および他のオプシ ョ ンに関する情報についても説
明します。

VRS スキャン ソースの選択

スキャニング アプリ ケーシ ョ ンを起動し、 次の手順に従って VRS スキャン  ソース

を選択する と、 VRS はアクティブにな り ます。

SVRS および HVRS スキャン ソース

VRS スキャン ソース名には、 それぞれ "SVRS" または "HVRS" が含まれます。

"SVRS" は Software VRS 用のソースで、 "HVRS" は Hardware VRS 用のソースです。

HVRS 用のソースは、 VRS 機能を実行するために、 特別なボードが取り付けられた

プロダクシ ョ ン ライセンス用の高速スキャナで使用されます。 VRS のインス トール

時に指定したスキャナを基に、 適切なソース  (SVRS または HVRS) をスキャニング 
アプ リ ケーシ ョ ンから選択するこ とができます。 次の手順では、 SVRS 用のソースに

ついて記述されていますが、 VRS のインス トール時にプロダクシ ョ ン ラ イセンス用

のスキャナを指定した場合は、 HVRS 用のソースのみ表示されます。

VRS スキャン ソースを選択するには

1 スキャナと コンピュータの電源を入れます。

2 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンを起動します。
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3 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンから、 VRS スキャン  ソースを選択します。

表示されるダイアログ ボッ クスは、 スキャニング アプ リ ケーシ ョ ンと  VRS 
のインス トール時に指定したスキャナによって異なり ます。

ImageControls ベースのアプリ ケーシ ョ ン

< スキャナのモデル > with SVRS
< スキャナのモデル > with SVRS with AIPE
< スキャナのモデル > without SVRS
< スキャナのモデル > without SVRS with AIPE

ISIS ベースのアプリ ケーシ ョ ン

Kofax VRS Scanner

TWAIN ベースのアプリ ケーシ ョ ン

Kofax Software VRS - TWAIN

図 2-1 から図 2-3 の例を参照してください。

図 2-1  [Select Scan Source] ダイアログ ボックス (ImageControls ベースのアプリ

ケーシ ョ ン )

図 2-2  [ スキャナの選択 ] ダイアログ ボックス (ISIS ベースのアプリケーシ ョ ン )
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図 2-3  [ スキャナの選択 ] ダイアログ ボックス (TWAIN ベースのアプリケーシ ョ ン )

4 [OK] または [ スキャン ] ボタンをク リ ッ ク します ( ボタン名はスキャニング 
アプ リ ケーシ ョ ンによって異なり ます )。

5 ImageControls ベースのアプリ ケーシ ョ ンの場合、 スキャン ソースを選択す

る と、 Windows タスクバーに VRS アイコン ( 図 2-4) が表示されます。 ISIS 
および TWAIN アプリ ケーシ ョ ンの場合、 VRS アイコンはスキャナ インター

フェイスのダイアログ ボッ クスを表示するか、 またはスキャンを開始する

と表示されます。 詳細は、 18 ページの 「Kofax VRS スキャニング インター

フェイス」 を参照して ください。

図 2-4  VRS タスクバー アイコン

Kofax VRS TWAIN または Kofax VRS ISIS ソース と関連付けられているス

キャナが、 デフォルトのスキャナです。 デフォルトの VRS スキャナは、 次

のいずれかの操作で設定されます。

VRS のインス トール時にスキャナを選択

スキャナ設定ユーティ リ テ ィからデフォルトのスキャナを選択

メモ  VRS のインス トールに関する詳細は、 「VRS インス トール ガイ ド」 を

参照して ください。 スキャナ設定ユーティ リ ティに関する情報は、 このガイ
ドの 85 ページの 「スキャナ設定ユーティ リ ティ」 を参照して ください。

6 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンの指示に従って、 通常どおり スキャンを

行ってください。

VRS タスクバー アイコン
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Kofax VRS スキャニング インターフェイス

スキャニング インターフェイスは、 VRS アクセス用のオプシ ョ ンと、 基本的なス

キャナ プロパティ設定で構成されています。 スキャニング インターフェイスは、

VRS と スキャニング アプ リ ケーシ ョ ンの接続を制御します。 スキャニング アプ リ

ケーシ ョ ンの種類 (ImageControls ベース、 ISIS ベース、 TWAIN ベース ) に応じて、

VRS スキャニング インターフェイスに表示されるオプシ ョ ンは異な り ます。 たとえ

ば、 ImageControls スキャニング インターフェイスにはスキャンの開始を選択できる

オプシ ョ ンは含まれていませんが、 ISIS および TWAIN スキャニング インターフェ

イスには [ スキャン ] オプシ ョ ンが含まれています。

ほとんどのスキャニング アプ リ ケーシ ョ ンでは、 1 種類のスキャニング インター

フェイスしかサポート していませんが、 複数のスキャニング インターフェイスをサ

ポート しているものもあ り ます。 複数のスキャニング インターフェイスをサポート

しているアプリ ケーシ ョ ンの場合、 VRS に直接アクセスするインターフェイスを選

択して ください。 最良の結果が得られるよ うに、 Kofax ImageControls インターフェ

イス、 ISIS インターフェイス、 TWAIN インターフェイスの順に選択するこ とを推奨

します。

Kofax VRS ImageControls インターフェイス

Kofax VRS ImageControls インターフェイスは、 VRS と  ImageControls スキャニング 
アプ リ ケーシ ョ ンの接続を制御します。 スキャニング アプ リ ケーシ ョ ンから  VRS ス
キャン ソースを選択する と、 ImageControls スキャニング インターフェイスにアクセ

スできるよ うにな り ます。 そして、 アプ リ ケーシ ョ ンが作成したカスタム ダイアロ

グ ボッ クスで、 または標準の ImageControls ダイアログ ボッ クスで、 スキャナ プロ

パティが利用できるよ うにな り ます。 図 2-5 は、 VCDemo ( すべての VRS に含まれ

ている  ImageControls ベースのデモ用スキャニング アプ リ ケーシ ョ ン ) の [Scanner 
Properties ( スキャナ プロパティ )] ダイアログ ボッ クスです。

メモ  VCDemo に関する詳細は、 「VRS インス トール ガイ ド」 の 「VCDemo の使用」

を参照して ください。   
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図 2-5  Kofax VRS ImageControls インターフェイス

Kofax VRS ImageControls インターフェイスを使用して、 スキャナの機能を制御する

こ とができます。 [General ( 一般 )] グループでは、 次のオプシ ョ ンが選択できます。

Source ( ソース ): 利用できる入力用紙ソース  (Flatbed、 ADF、 Manual、 または 
Panel) が表示されます。 選択したスキャナによっては、 利用できないソース

もあ り ます。

Destination ( 出力先 ): スキャンするページの出力ト レイ  ( 通常は Bin 1 または 
Bin 2) が表示されます。 選択したスキャナによっては、 利用できない ト レイ

もあ り ます。

Resolution (DPI) ( 解像度 (DPI)): スキャン解像度または DPI のオプシ ョ ンを選

択します。

Paper Size ( 用紙サイズ ): 選択したスキャナでサポート している用紙サイズ 
(A5、 レターなど ) が表示されます。

Orientation (向き ): スキャンする ドキュ メン トの用紙の向き  (縦または横 ) が示

されます。

ImageControls スキャニング インターフェイスには、 次のオプシ ョ ンもあ り ます。

Timeout ( タイムアウ ト ): スキャン操作を開始した後、 スキャナに用紙をセッ

トする時間を秒で選択します。 選択された時間内に用紙がセッ ト されなかっ
た場合、 用紙切れエラーにな り ます。

Color Mode ( カラー モード ): スキャンを行う色のモード  ( カラー、 白黒、 グ

レースケール ) を選択します。 色のモードによって、 スキャンしたページを

変換する と きの色の数またはグレーの濃淡が決ま り ます。 選択したスキャナ
によって、 利用できる色のモードは異なり ます。 色のモードの選択は、 利用
できる  VRS の機能にも影響します。

Other ( その他 ): 長さの自動検出、 連続シート操作、 および手動スタートに関

するオプシ ョ ンを選択します。 選択したスキャナによって、 利用できるオプ
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シ ョ ンは異な り ます。 詳細は、 [Scanner Properties ( スキャナ プロパティ )] ダ
イアログ ボッ クスで F1 キーを押して ください。

Sides ( 片面 / 両面 ): 一度にスキャンされる面の数に従って、片面または両面の

いずれかを選択します。 両面スキャンをサポート していないスキャナもあ り
ます。

[Options ( オプシ ョ ン )] ボタンをク リ ッ ク して [Source Properties ( ソースのプロパ

ティ )] ダイアログ ボッ クスを開き、 イ メージ ソースの設定を指定します。 詳細は、

[Scanner Properties ( スキャナ プロパティ )] ダイアログ ボッ クスで F1 キーを押して く

ださい。

[Advanced ( 詳細設定 )] ボタンをク リ ッ ク して、 VRS インタラ クティブ ビューアを開

きます。

ImageControls スキャニング アプリ ケーシ ョ ンでは、 スキャンを開始するためのオプ

シ ョ ンは、 通常、 メニュー コマンド と して利用できます。 これは、 スキャナのプロ

パティ設定とは別になり ます。

メモ  詳細は、 ImageControls のドキュ メン ト を参照して ください。

Kofax VRS ImageControls インターフェイスを使用してスキャンするには

1 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンを起動します。

2 VRS スキャン ソースを選択して、 [OK] をク リ ッ ク します。 スキャン ソース

は、 "< スキャナのモデル > with SVRS" のよ うに名前が付けられます (< ス

キャナのモデル > は、 スキャナの製造元とモデルを示します )。

図 2-6  Kofax VRS ImageControls インターフェイス - ソースの選択

3 [Source ( ソース )] － [Properties ( プロパティ )] を選択します。選択したスキャ

ン  ソース と関連する  [ スキャナ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れます。
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図 2-7  [Source Properties] ダイアログ ボックス

4 [Scanner Properties ( スキャナ プロパティ )] ダイアログ ボッ クスから、必要な

オプシ ョ ンを選択して、 [OK] をク リ ッ ク します。 個々の設定に関する詳細

は、 ダイアログ ボッ クスで F1 キーを押して ください。

5 [Source (ソース )] － [Process Image (イ メージを処理)] または [Source (ソース )] 
－ [Process Batch ( バッチを処理 )] のいずれかを選択して、 スキャン処理を開

始します。

Kofax VRS ISIS インターフェイス

Kofax VRS ISIS インターフェイス  ( 図 2-8) は、 VRS と  ISIS スキャニング アプ リ ケー

シ ョ ンの接続を制御します。 ほとんどの場合、 Kofax VRS ISIS インターフェイスは、

ISIS スキャニング アプリ ケーシ ョ ンから  "Kofax VRS Scanner" ソースを選択する と自

動的に表示されます。 インターフェイスでは、 基本的なスキャン設定、 VRS プロ

ファ イル、 バーコード、 インプ リ ンタ、 パッチ コードなどの設定を指定できます。

Kofax VRS ISIS インターフェイスで指定した設定は、 " 既設定 " と して保存するこ と

ができます。 各既設定は、 VirtualReScan プロファ イル エディ タで指定したイ メージ

処理設定を含む VRS プロファ イルに割り当てられます。 既設定を作成する と、 VRS 
プロファ イルを指定しない限り、 自動的に VRS の " デフォルト設定 " プロファ イル

に割り当てられます。 VirtualReScan プロファ イル エディ タは、 Kofax VRS ISIS イン

ターフェイスの [VRS] タブからアクセスできます。
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図 2-8  Kofax VRS ISIS インターフェイス

いくつかの ISIS アプ リ ケーシ ョ ンでは、 Kofax VRS ISIS インターフェイスが表示さ

れず、 代わりにアプリ ケーシ ョ ン独自のインターフェイスが使用されます。 Kofax 
VRS ISIS インターフェイスを使用する と、 ISIS ド ラ イバから利用できるスキャナの

機能を制御するこ とができます。 インターフェイスは、 スキャナ既設定 ( プロファ

イル ) に関連付けられている設定と、 スキャナに関連する一般的な設定で構成され

ます。

[Scanner Presets ( スキャナ既設定 )] グループでは、 スキャナの既設定の作成と管理を

行います。 新しい既設定の名前を入力してから、 [Save ( 保存 )]、 [Restore ( 復元 )]、
または [Delete ( 削除 )] ボタンをク リ ッ ク して、 既設定を保存、 元に戻す、 または削

除するこ とができます。

メモ  Kofax VRS ISIS インターフェイスから作成するスキャナ既設定は、 VRS で作成

するプロファ イルとは異な り ます。 詳細は、 38 ページの 「プロファ イルの使用」 を

参照して ください。
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[General ( 一般 )] グループで、 次のオプシ ョ ンを選択するこ とができます。

Paper Source (用紙ソース ): 利用できる入力用紙ソース  (Flatbed または ADF) を
選択します。

Dots Per Inch (解像度): スキャン解像度または DPI のオプシ ョ ンを選択します。

Mode ( モード ): スキャナでサポート されている色のモード  ( 白黒、 グレース

ケール、 またはカラー ) を選択します。 モードの選択は、 利用できる  VRS の
機能にも影響します。

Page Size ( 用紙サイズ ): A5、 レターなどの用紙サイズを選択します。

Orientation ( 向き ): 用紙の向き  ( 縦または横 ) を選択します。

Simplex/Duplex ( 片面 / 両面 ): 片面スキャンまたは両面スキャンを選択します。

[Advanced ( 詳細設定 )] ボタンをク リ ッ クする と、 VRS インタラ クティブ ビューアに

アクセスできます。 [VirtualReScan Admin] ボタンをク リ ッ クする と、 VRS 管理ユー

ティ リ ティにアクセスできます。

Kofax VRS ISIS インターフェイスを使用してスキャンするには

1 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンを起動します。

2 "Kofax VRS Scanner" ソースを選択して、 [OK] をク リ ッ ク します。

図 2-9  Kofax VRS ISIS インターフェイス - [Scanner Selection ( スキャナの選択 )] 
ダイアログ ボックス

3 Kofax VRS ISIS インターフェイスが起動します ( 図 2-8)。 [General ( 一般 )] グ
ループで、 用紙ソース、 DPI、 モード、 用紙サイズなどの設定を選択します。

4 必要な場合、 後で使用できるよ うに、 [New ( 新規 )] をク リ ッ ク して、 これら

の設定のプロファ イルを作成します。

a [New Profile ( 新規プロファ イル )] ダイアログ ボッ クスで、 プロファ イル

の名前をテキス ト  ボッ クスに入力します。

b テキス ト  ボッ クスにプロファ イルのファイル名を入力します。
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図 2-10  Kofax VRS ISIS インターフェイス - [New Profile ( 新規プロファイル )] ダイ

アログ ボックス

5 [OK] をク リ ッ ク して、[New Profile ( 新規プロファ イル )] ダイアログ ボッ クス

を閉じます。 今後、 プロファ イルを変更するには、 プロファ イルを選択して 
[General ( 一般 )] グループで設定を更新し、 [Save ( 保存 )] をク リ ッ ク します。

プロファ イルをロードするには、 プロファ イルを選択して Kofax VRS ISIS イ
ンターフェイスから  [Restore ( 復元 )] をク リ ッ ク します。 プロファ イルを削

除するには、 プロファ イルを選択して [Delete ( 削除 )] をク リ ッ ク します。

6 スキャン処理を開始します。

Kofax VRS TWAIN インターフェイス

Kofax VRS TWAIN インターフェイスは、 VRS と  TWAIN スキャニング アプ リ ケー

シ ョ ンの接続を制御します。 ほとんどの場合、 Kofax VRS TWAIN インターフェイス

は、 TWAIN スキャニング アプ リ ケーシ ョ ンから  "Kofax Software VRS - TWAIN" ソー

スを選択する と自動的に表示されます。

図 2-11  Kofax VRS TWAIN インターフェイス
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いくつかの TWAIN スキャニング アプリ ケーシ ョ ンでは、 Kofax VRS TWAIN イン

ターフェイスで、 VRS インタラ クティブ ビューアにアクセスできる  [ 詳細 ] ボタン

が選択できます。 また、 TWAIN アプ リ ケーシ ョ ンによっては、 Kofax VRS TWAIN 
インターフェイスが表示されず、 代わりにアプ リ ケーシ ョ ン独自のインターフェイ
スが使用されるものもあ り ます。

Kofax VRS TWAIN インターフェイスを使用する と、 TWAIN スキャナ ド ラ イバから

利用できるスキャナの機能を制御するこ とができます。 Kofax VRS TWAIN インター

フェイスは、 [ プロファ イル ] グループと  [ 一般 ] グループの 2 つのグループで構成

されます。

[ プロファ イル ] グループでは、 設定 ( スキャナ既設定 ) の作成と管理を行います。

新規プロファ イルの名前を入力してから、 [ 保存 ]、 [ 設定を戻す ]、 または [ 削除 ] 
ボタンをク リ ッ ク して、 プロファ イルを保存、 元に戻す、 または削除するこ とがで
きます。 複数のプロファ イルを作成し、 異なるスキャンの状況に対応できます。
Kofax VRS TWAIN インターフェイスの [Profiles ( プロファ イル )] ウ ィンド ウで一度

に表示できるプロファ イルは 7 つまでです。

メモ  Kofax VRS TWAIN インターフェイスから作成するプロファ イルは、 VRS で作

成するプロファ イルとは異な り ます。 詳細は、 38 ページの 「プロファ イルの使用」

を参照して ください。

[ 一般 ] グループで、 次のオプシ ョ ンを選択するこ とができます。

ソース  ( 用紙ソース ): フラ ッ トベッ ド または ADF のいずれかを選択します。

Resolution (DPI) ( 解像度 (DPI)): スキャン解像度または DPI のオプシ ョ ンを選

択します。

色のモード : スキャナでサポート されている色のモード  ( 白黒、 グレースケー

ル、 または RGB ( カラー )) を選択します。 色のモードの選択は、 利用できる  
VRS の機能にも影響します。

用紙サイズ : A5、 レターなどの用紙サイズを選択します。

向き : 用紙の向き  ( 縦または横 ) を選択します。

Simplex/Duplex ( 片面 / 両面 ): 片面スキャンまたは両面スキャンを選択します。

長い用紙のサポート : 標準よ り も長いページをスキャンする場合に選択します。

詳細設定 : VRS インタラ クティブ ビューアを表示します。

バーコード : [Bar Code Properties ( バーコードのプロパティ )] ダイアログ ボッ

クスを表示します。

エンドーサ : [Endorser & Annotation Properties ( エンドーサとアノテーシ ョ ンの

プロパティ )] ダイアログ ボッ クスを表示します。



第 2 章

26 VirtualReScan (VRS) ユーザーズ ガイド

圧縮 : [Compression ( 圧縮 )] ダイアログ ボッ クスを表示します。

インターフェイスの左下隅にある  [ プレビュー ] チェッ クボッ クスを選択する と、 ス

キャン中のイ メージを表示できるだけでなく、 VRS 調整コン ト ロールを使用して リ

アルタイムでイ メージに変更を加えるこ とができます。 [ プレビュー ] が選択される

と、 VRS の [ 最初のページ ] 操作モード よ り も優先されます。

[ バージ ョ ン情報 ] ボタンは、 インス トール先やバージ ョ ン情報を表示します。

Kofax VRS TWAIN インターフェイスを使用してスキャンするには

1 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンを起動します。

2 "Kofax Software VRS - TWAIN" スキャン ソースを選択して、 [OK] をク リ ッ

ク します。

図 2-12  Kofax VRS TWAIN インターフェイス - ソースの選択

3 Kofax VRS TWAIN インターフェイスが起動します。 [ 一般 ] グループで、

ソース、 DPI、 色のモード、 用紙サイズなどの設定を選択します。

4 必要な場合、 [ 保存 ] をク リ ッ ク して、更新された設定を保存するプロファ イ

ルを作成します。

a [ プロファ イルの保存 ] ダイアログ ボッ クスで、 プロファ イルの名前を入

力します。

b [OK] をク リ ッ ク します。 今後、 プロファ イルをロードするには、 プロ

ファ イルを選択して、 Kofax VRS TWAIN インターフェイスから  [ 元に戻

す ] をク リ ッ ク します。 プロファ イルを削除するには、 プロファ イルを

選択して [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

5 必要な場合、 次のボタンをク リ ッ ク して設定を更新します。

詳細設定 : VRS インタラ クティブ ビューアを表示します。
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バーコード : [Bar Code Properties ( バーコードのプロパティ )] ダイアログ 
ボッ クスを表示します。
エンドーサ : [Endorser & Annotation Properties ( エンドーサとアノテーシ ョ

ンのプロパティ )] ダイアログ ボッ クスを表示します。

圧縮 : [Compression ( 圧縮 )] ダイアログ ボッ クスを表示します。

6 [ スキャン ] をク リ ッ ク して、 スキャン処理を開始します。

スキャン前の VRS 設定

VRS のデフォルト設定は、 ほとんどのドキュ メン ト  タイプで優れた結果を生成しま

す。 通常、 VRS の設定を変更する必要はあ り ませんが、 必要に応じて調整するこ と

ができます。 このセクシ ョ ンでは、 いくつかの設定オプシ ョ ンについて説明します。

VirtualReScan 管理ユーティ リ ティ を使用して、 例外イ メージへの VRS の対処

方法をカスタマイズする。 詳細は、 次のセクシ ョ ンを参照して ください。

操作モード  を選択して、 スキャン中に VRS インタラ クティブ ビューアが表

示される回数を制御する。 詳細は、 36 ページの 「VRS 操作モードの設定」 を

参照して ください。

スキャンするド キュメ ント で最良のイメ ージ品質が得られるプロファ イルを
選択する。 詳細は、 38 ページの 「プロファ イルの使用」 を参照してく ださい。

サンプル イ メージをプレビューして、 選択したプロフ ィルが最適であるこ と

を確認する。 詳細は、 46 ページの 「イ メージのプレビュー」 を参照して くだ

さい。

VirtualReScan 管理ユーティ リテ ィの使用

すべてのページが正常に処理されるこ とが理想的ですが、 バッチが完了する前にス
キャンが停止するこ とがあ り ます。 VirtualReScan 管理ユーティ リ ティ を使用する と、

特定のイ メージやスキャナの状況でスキャンの動作を制御するこ とができます。 こ
のユーティ リ ティでは、 例外イ メージへの VRS の対処方法と、 スキャニング アプリ

ケーシ ョ ンに問題を報告する方法を設定します。 警告やエラー タイプによって、 選

択は異なり ます。

[VirtualReScan 管理ユーティ リティ ] ダイアログ ボッ クスには、 3 つのタブがあり ます。

[ 警告 ] タブ : 画質を設定します。

[ エラー ] タブ : デバイスの競合エラーや用紙搬送エラーの条件と  VRS の対処

方法を設定します。

[ 高速スキャニング ] タブ : スキャナの速度を最大限にする設定を行います。
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図 2-13  [VirtualReScan 管理ユーティ リテ ィ ] ダイアログ ボックス

VRS のデフォルト設定は、 幅広いドキュ メン トにおける最適なスキャンと、 データ

の正確なキャプチャを提供します。 通常、 表 2-1 に記載されているデフォルト設定

を変更する必要はあ り ません。

表 2-1  [VirtualReScan 管理ユーティ リテ ィ ] ダイアログ ボックスのデフォルト設定

タブ 警告 / エラー タイプ しきい値 動作 設定

警告 明るさの許容範囲外 30 インタラ クティブ NA

エラーを無視する 1

警告 コン ト ラス トの許容範
囲外

40 インタラ クティブ NA

警告 色の信頼度の許容範囲
外

50 インタラ クティブ NA

エラー 自動クロ ップ失敗 - 検
出されないページ境界

NA エラーを無視する NA

エラー 自動傾き補正の失敗 NA エラーを無視する NA

エラー 用紙ジャム NA 自動修正 NA

エラー 用紙切れ NA 自動修正 NA

エラー カバー オープン NA 自動修正 NA

エラー マルチフ ィード 1 NA 自動修正 NA

エラー スキャナ オフライン 1 NA 自動修正 NA
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1 Böwe Bell + Howell シリーズのスキャナのみ

必要な場合、 画質および例外処理に従って、 VirtualReScan 管理ユーティ リ ティの設

定を変更するこ とができます。 設定を変更するには、 VirtualReScan タスクバー メ
ニューから  [ 管理ユーティ リ ティ ] を選択して、 [VRS 管理ユーティ リ ティ ] ダイア

ログ ボッ クスを開きます。

[ 警告 ] タブおよび [ エラー ] タブで、 例外イ メージ、 デバイスの競合、 用紙搬送エ

ラーを検出した際の VRS の対処方法を設定します。 [ 警告 ] タブおよび [ エラー ] タ
ブでは、 デフォルト設定を使用するか、 または VRS が各例外タイプを処理する方法

をカスタマイズするこ とができます。 設定が完了したら、 [ 保存 ] をク リ ッ ク しま

す。 タブで行った変更が保存され、 次のスキャン操作の開始時に有効になり ます。
[ キャンセル ] ボタンをク リ ッ ク してこのダイアログを閉じた場合、 タブで行われた

変更は自動的に破棄されます。

VirtualReScan 管理ユーティ リ ティの詳細については、 次のセクシ ョ ンの 「[ 警告 ] タ
ブ」、 32 ページの 「[ エラー ] タブ」、 33 ページの 「[ 高速スキャニング ] タブ」 を参

照して ください。

[ 警告 ] タブ

[ 警告 ] タブは、 画質に関する例外条件を表示します。 それぞれの警告条件につい

て、 しきい値を設定するこ とができます。 しきい値は、 明るさ、 コン ト ラス ト 、 お
よび色の信頼度について、 VRS の許容範囲を定義します。 VRS は、 許容範囲外の値

を持つイ メージを検出し、 [ 動作 ] カラムで選択された対応に従ってイ メージを処理

します。

エラー フ ィーダー タイムア
ウ ト 1

NA 自動修正 NA

エラー スキャナ停止キー 1 NA 自動修正 NA

エラー スキャナ ページ セン
サー エラー 1

NA 自動修正 NA

高速スキャニング NA NA NA 画質 : 最良 
高速 : なし

表 2-1  [VirtualReScan 管理ユーティ リテ ィ ] ダイアログ ボックスのデフォルト設定 ( 続き )

タブ 警告 / エラー タイプ しきい値 動作 設定
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図 2-14  [ 警告 ] タブ

表 2-2 は、 警告タイプと原因の一覧です。

表 2-3 は、 [ 警告 ] タブで警告に対して選択できる動作タイプの一覧です。

明るさの許容範囲外

[ 明るさの許容範囲外 ] しきい値を使用して、 明るさの値の有効な範囲を定義しま

す。 VRS は、 ドキュ メン トのスキャン時にイ メージ結果を評価して、 その明るさを

表 2-2  警告タイプ

警告 原因

明るさの許容範囲外 イ メージの明るさが許容範囲を超えている。

コン ト ラス トの許容範囲外 イ メージのコン ト ラス トが許容範囲を越えている。

色の信頼度の許容範囲外 イ メージの色の信頼度が許容範囲を越えている。

表 2-3  警告に対する動作タイプ

動作タイプ 説明

エラーを無視する VRS は、 警告を通知しません。 また、 エラーを修正する動作も行いま
せん。 イ メージを " 現状のまま " スキャニング アプリ ケーシ ョ ンに渡
し、 スキャンを再開します。

エラーを返す VRS は、 警告を通知しますが、 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンにイ
メージを送り ません。 スキャンは終了します。

インタラ クティブ VRS インタラ クティブ ビューアでイ メージを表示し、 エラーの原因
を修正します。
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決定します。 次に、 VRS は、 実際の明るさの値とユーザー定義の許容範囲を比較し

ます。 ユーザー定義の許容範囲とは、 50 に、 [ 警告 ] タブの [ 明るさの許容範囲外 ] 
しきい値を +/- した範囲です。 この リ アルタイムの評価を基に、 VRS は、 イ メージを

受け付けてスキャニング アプ リ ケーシ ョ ンに送るか、 または [ 警告 ] タブの [ 動作 ] 
設定に従って処理するかを決定します。 検出された明るさの値は、 VRS インタラ ク

ティブ ビューアのステータス  バーに表示されます。

たと えば、 [ 警告 ] タブの [ 明るさの許容範囲外 ] しきい値が 10 の場合、 VRS は、 検

出された明るさの値が 40 から  60 の範囲のイメ ージを受け付けます。 範囲は、 40 (50 - 
10) から 、 60 (50 + 10) までです。 したがって、 明るさの値が 70 のイメ ージは有効範囲

外と なり ます。 VRS は、 [ 警告 ] の [ 明るさの許容範囲外 ] で指定された動作を実行し

ます。 30 ページの図 2-14 を参照してく ださい。

コン ト ラス トの許容範囲外

[ コン ト ラス トの許容範囲外 ] しきい値を使用して、 コン ト ラス ト値の有効な範囲を

定義します。 VRS は、 ドキュ メン トのスキャン時にイ メージ結果を評価して、 その

コン ト ラス ト を決定します。 次に、 VRS は、 実際のコン ト ラス トの値とユーザー定

義の許容範囲を比較します。 ユーザー定義の許容範囲とは、 50 に、 [ 警告 ] タブの 
[ 明るさの許容範囲外 ] しきい値を +/- した範囲です。 この リ アルタイムの評価を基

に、 VRS は、 イ メージを受け付けてスキャニング アプ リ ケーシ ョ ンに送るか、 また

は [ 警告 ] タブの [ 動作 ] 設定に従って処理するかを決定します。 検出されたコン ト

ラス トの値は、 VRS インタラ クティブ ビューアのステータス  バーに表示されます。

たとえば、 [ 警告 ] タブの [ コン ト ラス トの許容範囲外 ] しきい値が 15 の場合、 VRS 
は、 コン ト ラス トの値が 35 から  65 の範囲のイ メージを受け付けます。 範囲は、 35 
(50 - 15) から、 65 (50 + 15) までです。 したがって、 コン ト ラス トの値が 25 のイ メー

ジは有効範囲外とな り ます。 VRS は、 [ 警告 ] の [ コン ト ラス トの許容範囲外 ] で指

定された動作を実行します。 30 ページの図 2-14 を参照して ください。

色の信頼度の許容範囲外

[ 色の信頼度の許容範囲外 ] しきい値を使用して、 色の信頼度の値の有効な範囲を定

義します。 VRS は、 ドキュ メン トのスキャン時にイ メージを評価して、 イ メージが

カラーなのか、 またはモノ ク ロなのかを決定します。 また、 この評価に対する信頼
度も決定します。 信頼度のレベルは、 VRS インタラ クティブ ビューアのステータス  
バーにパーセンテージで表示されます。

次に、 VRS は、 パーセンテージとユーザー定義の許容範囲の値 ([ 警告 ] タブの [ 色
の信頼度の許容範囲外 ] しきい値 ) を比較します。 このリ アルタイムの評価を基に、

VRS は、 イ メージを受け付けてスキャニング アプリ ケーシ ョ ンに送るか、 または 
[ 警告 ] タブの [ 動作 ] 設定に従って処理するかを決定します。
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たとえば、 [ 警告 ] タブの [ 色の信頼度の許容範囲外 ] しきい値が 50 の場合、 VRS 
は、 色の信頼度の値が 50 以上のイ メージを受け付けます。 したがって、 色の信頼度

の値が 50 未満のイ メージは有効範囲外とな り ます。 VRS は、 [ 警告 ] の [ 色の信頼

度の許容範囲外 ] で指定された動作を実行します。 30 ページの図 2-14 を参照して く

ださい。

[ エラー ] タブ

[ エラー ] タブでは、 デバイスの競合エラーや用紙搬送エラーの例外条件および VRS 
の対処方法を設定します。

メモ  [ エラー ] タブに表示されるエラー タイプは、 使用するスキャナによって異な

り ます。

[ 動作 ] カラムで、 各エラー タイプについて VRS の対処方法を設定します。 設定を

変更するには、 [ 動作 ] ボッ クスをク リ ッ ク して、 ド ロ ップダウン  リ ス トから新しい

設定を選択します。

図 2-15  [VirtualReScan 管理ユーティ リテ ィ ] － [ エラー ] タブ

表 2-4  エラー タイプ

エラー 説明

用紙ジャム スキャナの給紙 / 排紙経路で紙詰ま りが発生しています。

マルチフ ィード 1 用紙搬送に複数のページが送られました。

用紙切れ 用紙切れです。

カバー オープン スキャナのカバーが正し く閉じられていません。

スキャナ オフライン 1 スキャナの準備ができていません。
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1 スキャナ依存エラー

表 2-5 は、 [ エラー ] タブから利用できる動作タイプの一覧です。

[ 高速スキャニング ] タブ

モノ ク ロ  イ メージを要求するスキャニング アプ リ ケーシ ョ ンを使用している場合、

VRS は、 スキャナからグレースケール イ メージを要求します。 そして、 グレース

フ ィーダー タイムアウ ト 1 ドキュ メン ト  フ ィーダーが ADF タイムアウ ト設定の時間内に
ページを移動できませんでした。

スキャナ停止キー 1 ユーザーがスキャナの [OI STOP] キーを押しました。 直ちに用
紙搬送が停止されます。 ページはそのまま残り ます。

スキャナ ページ センサー 1 センサーが、 スキャン時に、 ドキュ メン トに穴があいている、
ページの端が破れているなどの予期しないページ センサーの
変位を検出しました。 用紙搬送は、 エラーがク リ アにな りすべ
てのページが排紙ト レイに送られるまで続けられます。

自動クロ ップ失敗 - 検出さ
れないページ境界

過度の傾きまたはその他の状況によ り、 VRS がスキャン ド
キュ メン トのエッジを検出できません。

自動傾き補正の失敗 正しい傾き補正を行うために必要な数の縦または横の線がイ
メージに含まれていません。 [ 傾き ] パネルを使用して手動で
修正して ください。 詳細は、 67 ページの 「[ 傾き ] パネルの使
用」 を参照して ください。

表 2-5  エラーに対する動作タイプ

動作タイプ 説明

エラーを無視する VRS は、 エラーを通知しません。 また、 エラーを修正する動作も行いま
せん。 イ メージを " 現状のまま " スキャニング アプリ ケーシ ョ ンに渡
し、 スキャンを再開します。

エラーを返す VRS は、 エラーを通知しますが、 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンにイ
メージを送り ません。 スキャンは終了します。

自動修正 VRS は、 自動修正マネージャを自動モードで開きます。 ユーザーがケー
ブルのゆるみ、 紙詰ま り、 用紙切れなどのデバイスまたは用紙搬送の問
題を解決するまで、 スキャナは自動的にスキャンを再試行します。 詳細
は、 82 ページの 「自動修正マネージャの使用」 を参照してください。

インタラ クティブ VRS インタラ クティブ ビューアでイ メージを表示し、 そのイ メージに
新しい設定を適用します。

表 2-4  エラー タイプ ( 続き )

エラー 説明
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ケール イ メージを分析して、 ク リーンでク リ アなモノ ク ロ  イ メージを生成し、 アプ

リ ケーシ ョ ンに渡します。 つま り、 VRS を使用する場合、 スキャナはモノ ク ロ  イ
メージを生成しません。 従来、 スキャナはモノ ク ロ  イ メージをスキャンする際に最

適な速度で動作し、 グレースケールやカラー イ メージをスキャンする際によ り低速

で動作していました。 しかし、 最近、 この状況が変わり、 大部分のスキャナでグ
レースケール モードの動作速度がモノ ク ロ  モード と変わらな くなってきました。 実

際、 グレースケールやモノ ク ロ  モード と同じ速さでカラー モードのスキャンを行う

スキャナもあ り ます。

グレースケール モードで低速なスキャナの場合は、 スキャンが遅くなるこ とがあ り

ます。 これは、 前述したよ うに、 アプ リ ケーシ ョ ンがモノ ク ロ  イ メージを要求した

場合、 VRS はスキャナにグレースケール イ メージを要求するためです。 スキャナは

モノ クロ モードではな く、 グレースケール モードで動作し、 その結果、 スキャンが

遅くな り ます。 通常は、 VRS で生成される画質を、 スループッ トの低下よ り も優先

するべきです。

しかし、 スループッ ト をできるだけ低下させたくない場合、 [ 高速スキャニング ] タ
ブの設定を使用して、 画質をあま り損な う こ とな く、 スキャナを高速に動作させる
こ とができます。

メモ  スキャナによっては、 [ 高速スキャニング ] 設定は効果があ り ません。

図 2-16  [ 高速スキャニング ] タブ 

スライダーを使用して、スキャンのアクセラレーショ ン  レベルを  [ なし ] から  [ 最大 ] 
の範囲で選択します。 アクセラレーショ ン  レベルを上げるほど、 画質は低く なり ま

す。 VRS は、 アプリ ケーショ ンが要求する解像度より 低い解像度でグレースケール 
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イメ ージをスキャンし、 処理を高速にします。 VRS は、 スキャンしたイメ ージを分析

して、 ク リ ーンでク リ アなモノ ク ロ  イメ ージを生成し、 次に、 このイメ ージをアプリ

ケーショ ンが要求している解像度に変換します。 この処理は画質に影響します。 スラ
イダーを  [ なし ] ( アクセラレーショ ンなし ) から  [ 最大 ] に動かすに従って、 要求さ

れた解像度と 実際にスキャンされたイメ ージの解像度と の差は大きく なり ます。 [ 最
大 ] では、 差は最も大きく なり 、 その結果、 画質は最も低く なり ます。

たとえば、 スキャニング アプ リ ケーシ ョ ンで 300 DPI を設定し、 VRS で [ 高速ス

キャニング ] のレベル 1 を有効にする と、 イ メージは、 スキャン速度を上げるために 
200 DPI でスキャンされ、 目的の解像度に合わせて 300 DPI に変換されます。 表 2-6
は、 一般的なスキャナで VRS が使用する  DPI 設定の一覧です。 この表から、 スキャ

ニング アプリ ケーシ ョ ンで定義された DPI 設定が VRS でどのよ うに処理されるかが

わかり ます。

メモ  高速スキャニングでレベル 1 を選択した場合、 画質は高速スキャニングを使用

しない場合と実際はほぼ同じです。 しかし、 レベルを上げる と、 画質に影響します。
高速スキャニングを選択しても、 一部のスキャナでは速度が上がらないこ と もあ り
ます。 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンで選択された解像度よ り も低い解像度がス

キャナにない場合、 高速スキャニングは、 全く効果があ り ません。

[VirtualReScan 管理ユーティ リテ ィ ] ダイアログ ボックスの更新

[VirtualReScan 管理ユーティ リ ティ ] の設定を更新するには、 次の操作を行います。

表 2-6  一般的なスキャナ用の高速スキャニング DPI 設定

スキャニング 
アプリケーシ ョ ン
で定義された DPI 
設定

レベル 1 における

実際のスキャン 
DPI

レベル 2 における

実際のスキャン 
DPI

レベル 3 における

実際のスキャン 
DPI

イメージ出力 
DPI 設定

300 240 150 100 300

240 200 150 100 240

200 150 100 75 200

150 150 75 75 150

100 75 75 75 100

75 75 75 75 75
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[VirtualReScan 管理ユーティ リテ ィ ] の設定を更新するには

1 VRS タスクバー アイコンを右ク リ ッ ク して VRS メニューを表示します。

2 VRS タスクバー メニューから  [ 管理ユーティ リ ティ ] を選択します。

図 2-17  VirtualReScan 管理ユーティ リテ ィ

3 VirtualReScan 管理ユーティ リ ティが表示されたら、 次のタブの設定を選択し

て調整します。

[警告 ] タブ － しきい値 [ しきい値 ] テキス ト  ボッ クスに直接入力するか、

矢印をク リ ッ ク して新しいしきい値の設定を入力します。 詳細は、 29 
ページの 「[ 警告 ] タブ」 を参照して ください。

[警告 ] タブまたは [エラー] タブ － 動作 [動作 ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク し、

リ ス トから設定を選択して、 各例外タイプの動作を定義します。 詳細は、
29 ページの 「[ 警告 ] タブ」 および 32 ページの 「[ エラー ] タブ」 を参照

して ください。
[ 高速スキャニング ] タブ スライダをド ラ ッグして選択します。 詳細は、

33 ページの 「[ 高速スキャニング ] タブ」 を参照して ください。

4 設定が完了したら、 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。 タブで行った変更が保存さ

れ、 次のスキャン操作の開始時に有効になり ます。

VRS 操作モードの設定

設定を変更して、 スキャン中に VRS インタラ クティブ ビューアが表示される回数を

制御するこ とができます。 VRS メニューから  [QC モード ] を選択する と、 VRS イン

タラ クティブ ビューアが異なる条件で表示されます。
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デフォルトの QC モードは [ エラー時 ] です。 [ ハード ウェア警告 ] 設定のデフォル

ト値は " オン " ( チェッ ク ) です。 いったん選択される と、 [QC モード ] 設定と  [ ハー

ド ウェア警告 ] 設定は、 次に変更されるまで ( セッシ ョ ンが切り替わっても ) そのま

まです。 操作モードの選択は、 VRS ユーザーごとに異な り ます。

エラー時

VRS インタラ クティブ ビューアは、 VirtualReScan 管理ユーティ リ ティで動作選択が 
[ インタラ クティブ ] (27 ページの 「VirtualReScan 管理ユーティ リ ティの使用」 を参

照 ) の例外条件でのみ表示されます。 VRS をインス トールする と、 [ エラー時 ] がデ

フォルトの操作モードにな り ます。

VRS でスキャンされる ドキュ メン トの うち、 例外イ メージは通常 5% 未満です。

最初のページ

VRS インタラ クティブ ビューアは、 バッチの最初のページをスキャンする と きに常

に表示されます。 アクティブなプロファ イルの効果を確認した り、 バッチのドキュ
メン ト を処理する前に調整できます。 このモードでは、 バッチの最初のページを使
用して、 VRS 調整コン ト ロールの設定を確認するこ とができます。

各ページ

VRS インタラ クティブ ビューアは、 各ドキュ メン ト をスキャンした後、 または両面

スキャンでは、 各ドキュ メン トの片面がスキャンされた際に開きます。 このモード
は、 個々の調整が必要な、 非常に複雑な小さなバッチで使用するこ とができます。
VRS は、 調整するこ とな く広範囲のドキュ メン ト  タイプを処理できるため、 [ 各
ページ ] 操作モードを選択する必要はほとんどあ り ません。

後で KC の品質管理で行う  (Kofax Capture ユーザーのみ )

このオプシ ョ ンを選択する と、 Kofax Capture ( 旧称 : Ascent Capture) アプ リ ケーシ ョ

ンの品質管理モジュールまたはスキャン モジュールから起動されるまで、 VRS イン

タラ クティブ ビューアは表示されません。 [ 後で KC の品質管理で行う ]  は、 検出さ

れた例外イ メージの画質の調整を後で行えるオプシ ョ ンです。 このオプシ ョ ンを利
用するには、 Kofax Capture と適切な VRS プロフェ ッシ ョナル ラ イセンスが必要で

す。 詳細は、 Kofax Capture のドキュ メン ト を参照して ください。

無効

VRS インタラ クティブ ビューアは、 スキャン処理中に例外条件が発生しても開きま

せん。
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ハードウェア警告

[ ハード ウェア警告 ] オプシ ョ ンでは、 用紙ジャム ( 紙詰ま り )、 用紙切れ、 カバー 
オープンなどハードウェアの状況にどのよ うに対処するかを指定できます。 [ ハード

ウェア警告 ] オプシ ョ ンを選択する と、 [VirtualReScan 管理ユーティ リ ティ ] の [ 動
作 ] 設定で定義されたとおりにこれらのエラーが処理されます。 このオプシ ョ ンが

選択されていない場合、 [VirtualReScan 管理ユーティ リ ティ ] ですべてのハード ウェ

ア エラー条件で [ エラーを返す ] が選択されている状態と同じにな り ます。 33 ペー

ジの表 2-5 を参照して ください。

操作モードを変更するには

1 VRS タスクバー アイコンを右ク リ ッ ク します。

2 VRS タスクバー メニューから、 [QC モード ] を選択します。

3 [QC モード ] サブ メニューから操作モードを選択します。 選択したモードの

隣にチェッ ク  マークが表示されます。

図 2-18  QC モード

4 スキャンを開始します。

プロファイルの使用

VRS では、 デフォルト設定を使用して、 ドキュ メン トのスキャンとデータのキャプ

チャを正確に最短時間で行う こ とができます。 これらのデフォルト設定は、 調整す
ることな く、 幅広いドキュ メン ト を処理するこ とができるよ うに選択されています。
しかし、 いくつかのドキュ メン ト  タイプでは、 調整が必要になるこ とがあ り ます。

調整が必要なドキュ メン ト を処理する場合、 最も良い方法は、 カスタム設定を含む
プロファ イルを作成するこ とです。

プロファ イルには VRS 調整コン ト ロールの設定が保存されます (57 ページの 「VRS 
調整コン ト ロールの使用」 を参照 )。 プロファ イルは、 イ メージの修正と向上のため

の記憶された対応策のよ うなものです。 VRS には、 広範囲のドキュ メン ト  タイプに

使用できるデフォルトのプロファ イルが含まれています。 VRS は、 他のプロファ イ
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ルを定義して選択するまでデフォルト  プロファ イルを使用します。 プロファ イルの

選択は、 VRS ユーザーごとに設定されます。

図 2-19  VRS プロファイル

プロファ イルを作成、 更新、 ロードおよび削除するには、 VRS インタラ クティブ 
ビューアで、 [ プロファ イル ] メニューのオプシ ョ ンを使用します。 複数のプロファ

イルを作成し、 異なるスキャンの状況に対応できます。 最初の 8 つのプロファ イル

には、 ファンクシ ョ ン  キーが割り当てられます。

デフォルトのプロファ イルは、 VRS を再インス トールするか、 スキャナ設定ユー

ティ リ ティ を使用しない限り元に戻せないため、 更新しないこ とを推奨します。

Kofax VRS ISIS インターフェイス

Kofax VRS ISIS インターフェイスを使用して ISIS ベースのスキャニング アプ リ ケー

シ ョ ンで VRS にアクセスしている場合は、 Kofax VRS ISIS インターフェイスの 
[VRS] タブから直接プロファ イルを作成および管理できます。 プロファ イル設定を

更新するには、 Kofax VRS ISIS インターフェイスから直接 VirtualReScan プロファ イ

ル エディ タにアクセスします。 そして、 VRS 調整コン ト ロールまたは [ 詳細設定プ

ロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ( 該当する場合 ) の設定を更新します。 VirtualReScan 
プロファ イル エディ タから  [ 保存 ] をク リ ッ クする と、 設定はアクティブ プロファ

イルに保存されます。 詳細は、 VRS ヘルプを参照してください。

プロファイルの作成

プロファ イルを作成するには、 次のいずれかの操作を行います。

現在の VRS 調整コン ト ロールの設定を新しいプロファ イル名で保存する

[ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クスからプロファ イルを作成する

Kofax VRS ISIS インターフェイスからプロファ イルを作成する
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表 2-7 のプロファ イル名と して使用できない文字に注意してください。

現在の VRS 調整コン ト ロールの設定を新しいプロファイル名で保存するには

1 サンプル イ メージをスキャンします。

2 VRS インタラ クティブ ビューアを開いて、 VRS 調整コン ト ロールを使用し

て必要な調整を行います。

3 [プロファ イル ] － [名前を付けて保存 ] を選択します。[新規プロファ イル ] ダ
イアログ ボッ クスが表示されます。

図 2-20  [ 新規プロファイル ] ダイアログ ボックス

4 [ 新規プロファ イル ] テキス ト  ボッ クスで、新しいプロファ イルの名前を入力

します。 プロファ イル名に 表 2-7 で示されている文字が含まれていないこ と

を確認して ください。

5 [OK] をク リ ッ ク してプロファ イルを保存し、 [ 新規プロファ イル ] ダイアロ

グ ボッ クスを閉じます。

新しいプロファ イル名がプロファ イルの一覧に追加され、 アクティブなプロ
ファ イルにな り ます。

表 2-7  VRS プロファイル名として無効な文字

文字 説明 文字 説明

: コロン ? 疑問符

* アスタ リ スク " 二重引用符

\ バッ クスラ ッ
シュ、 円記号

> 大なり

/ スラ ッシュ < 小なり

| パイプ
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新規プロファイルを  [プロファイルの編集 ] ダイアログ ボッ クスから作成するには

1 サンプル イ メージをスキャンします。

2 VRS インタラ クティブ ビューアを開いて、 VRS 調整コン ト ロールを使用し

て必要な調整を行います。

3 VRS インタラ クティブ ビューアから、 [ プロファ イル ] － [ 編集 ] を選択しま

す。 [ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クス  ( 図 2-21) が表示されます。

図 2-21  [ プロファイルの編集 ] ダイアログ ボックス

4 [名前を付けて保存] をク リ ッ ク します。図 2-20 のよ うな [新規プロファ イル] 
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

5 [ 新規プロファ イル ] テキス ト  ボッ クスで、新しいプロファ イルの名前を入力

します。 プロファ イル名に 表 2-7 で示されている文字が含まれていないこ と

を確認して ください。

6 [OK] をク リ ッ ク してプロファ イルを保存し、 [ 新規プロファ イル ] ダイアロ

グ ボッ クスを閉じます。

7 [閉じる ] をク リ ッ ク して、[ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

VRS は、 作成した最初の 8 つのプロファ イルにファンクシ ョ ン キーを自動的に割り

当てます。 [ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クスの [ 上 ] および [ 下 ] ボタン

を使用してプロファ イルを上下に移動するこ とで、 プロファ イルの順序と割り当て
られているファンクシ ョ ン キーを変更するこ とができます。 プロファ イルのファン

クシ ョ ン  キーは、 VRS インタラ クティブ ビューアがアクティブな場合にのみ利用で
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きます。 プロファ イルが [ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クスに表示できる

数よ り も多い場合、 スク ロール バーを使用してプロファ イルを表示して ください。

新規プロファイルを Kofax VRS ISIS インターフェイスから作成するには

1 Kofax VRS ISIS インターフェイスを開きます。

2 [VRS] タブを選択します。

3 [ 新規 ] をク リ ッ ク します。

[New VRS Profile ( 新規 VRS プロファ イル )] ダイアログ ボッ クスが表示され

ます。

4 [Initial Settings Based On ( 基になる初期設定 )] リ ス トから、新規 VRS プロファ

イルの基となる既存のプロファ イルを選択します。

5 [New VRS Profile Name ( 新しい VRS プロファ イルの名前 )] フ ィールドに、新

規 VRS プロファ イルの名前を入力します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

新規プロファ イルが Kofax VRS ISIS インターフェイスの [VRS Profile Name 
(VRS プロファ イル名 )] リ ス トに追加されます。

7 新しいプロファ イルがアクティ ブになっていると きに、 [ 編集 ] をク リ ッ ク し

て  VirtualReScan プロファ イル エディ タを開き、 新規プロファ イルを一意の設

定で更新します (44 ページの「 プロファ イルの更新」 を参照してく ださい )。

アクテ ィブなプロファイルの変更

アクティブなプロファ イルは、 [ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クス、 VRS イ
ンタラ クティブ ビューアのツールバー、 または VRS タスクバー メニューの [ プロ

ファ イル ] サブメニューから変更するこ とができます。

メモ  アクティブなプロファ イルを変更する際に VRS インタラ クティブ ビューアで

イ メージを開いている と、 イ メージは新しい設定で更新されます。

アクテ ィブなプロファイルを [ プロファイルの編集 ] ダイアログ ボックスから変

更するには

1 VRS インタラ クティブ ビューアから、 [ プロファ イル ] － [ 編集 ] を選択しま

す。 [ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 リ ス トから、 使用するプロファ イルを選択します。
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3 [ ロード ] をク リ ッ ク します。( このステップは重要です。[ ロード ] をク リ ッ ク

しないで [ 閉じる ] をク リ ッ クする と、 アクティブなプロファ イルは変更さ

れません。 )

4 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

アクテ ィブなプロファイルを VRS インタラクテ ィブ ビューアのツールバーから

変更するには

1 VRS インタラ クティブ ビューアのツールバーで、 プロファ イルのリ ス トに

カーソルを移動し、 保存したプロファ イルのリ ス ト を表示します。

図 2-22  [ プロファイルの選択 ] リス ト

2 次のいずれかを行います。

プロファ イルのリ ス トから、 使用するプロファ イルを選択します。
使用するプロファ イルに割り当てられているファンクシ ョ ン キーを押し

ます。

プロファ イルの選択は、 再度アクティブなプロファ イルを変更するまで有効
です。

アクテ ィブなプロファイルを VRS タスクバー メニューから変更するには

1 VRS タスクバー メニューから、 [ プロファ イル ] を選択します。

2 [ プロファ イル ] サブメニューが表示されたら、使用するプロファ イルの名前

を選択します。

プロファ イルの選択は、 再度アクティブなプロファ イルを変更するまで有効
です。

アクティ ブなプロファイルを  Kofax VRS ISIS インターフェイスから変更するには

1 Kofax VRS ISIS インターフェイスから、 ISIS 既設定を選択します。

2 [VRS] タブを選択します。

3 [VRS Profile Name (VRS プロファ イル名 )] リ ス ト で、 アクティブな既設定と

関連付けるプロファ イルの名前を選択します。



第 2 章

44 VirtualReScan (VRS) ユーザーズ ガイド

4 [OK] をク リ ッ ク します。

プロファイルの更新

必要な場合、 既存のプロファ イルを更新して保存するこ とができます。

プロファイルを更新するには

1 VRS インタラ クティブ ビューアのツールバーから、 プロファ イル名を選択

します。

2 VRS 調整コン ト ロールから、 現在選択しているプロファ イルを更新します。

3 [ プロファ イル ] － [ 保存 ] を選択します。

- または -

4 VRS 調整コン ト ロールから、 現在選択しているプロファ イルを更新します。

5 VRS インタラ クティブ ビューアから、 [ プロファ イル ] － [ プロファ イルの編

集 ] を選択します。 [ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示され

ます。

6 適切なプロファ イルがプロファ イル リ ス トから選択されているこ とを確認

して、 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

7 [閉じる ] をク リ ッ ク して、[ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

Kofax VRS ISIS インターフェイスからプロファイルを更新するには

1 Kofax VRS ISIS インターフェイスを開きます。

2 [VRS] タブを選択します。

3 [VRS Profile Name (VRS プロファ イル名 )] リ ス ト で、 更新するプロファ イル

の名前を選択します。

メモ  " デフォルト設定 " プロファ イルは編集できません。

4 [ 編集 ] をク リ ッ ク します。

VirtualReScan プロファ イル エディ タが表示されます。 プロファ イル名は

ツールバーに表示されません。

5 VRS 調整コン ト ロールで、 必要に応じて設定を更新します。

VRS_Profile_Editor.htm
VRS_Interactive_Properties_Dialog_Overview.htm
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6 該当する場合は、[ ツール ] - [ 詳細設定プロパティ ] を選択して、[ 詳細設定プ

ロパティ ] ダイアログ ボッ クスの設定を更新します。

7 [ 保存 ] をク リ ッ ク します。

VRS 調整コン ト ロールおよび [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クスに

対する調整は、 アクティブな VRS プロファ イルに保存されます。

プロファイルの削除

[ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クスを使用して、 プロファ イルを削除するこ

とができます。 必要な場合、 複数のプロファ イルを一度に削除できます。

デフォルトのプロファ イルは、 VRS を再インス トールするか、 スキャナ設定ユー

ティ リ ティ を使用しない限り元に戻せないため、 削除しないこ とを推奨します。 詳
細は、 85 ページの 「スキャナ設定ユーティ リ ティ」 を参照して ください。

プロファイルを削除するには 

1 VRS インタラ クティブ ビューアから、 [ プロファ イル ] － [ 編集 ] を選択しま

す。 [ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2 プロファ イルのリ ス トから、 削除するプロファ イルを選択します。 複数のプ

ロファ イルを一度に削除する場合、 複数のプロファ イルを選択します。

3 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。 リ ス トからプロファ イル名が削除されます。

4 削除したプロファ イルが使用中の最後のプロファ イルであった場合、 リ ス ト

から別のプロファ イルを選択し、 [ ロード ] をク リ ッ ク してプロファ イルを

アクティブにして ください。

5 [閉じる ] をク リ ッ ク して、[ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クスを閉じ

ます。

Kofax VRS ISIS インターフェイスからプロファイルを削除するには

1 Kofax VRS ISIS インターフェイスを開きます。

2 [VRS] タブを選択します。

3 [VRS Profile Name (VRS プロファ イル名 )] リ ス ト で、 削除するプロファ イル

の名前を選択します。

メモ  " デフォルト設定 " プロファ イルは削除できません。

4 [ 削除 ] をク リ ッ ク します。

Advanced_Properties_Dialog_Box.htm
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5 削除を確認する メ ッセージが表示されたら、 [ はい ] をク リ ッ ク します。

プロファ イルは [VRS Profile Name (VRS プロファ イル名 )] リ ス ト から削除さ

れます。

イメージのプレビュー

プレビュー機能を使用して、 スキャンしたサンプル イ メージの画質が要求を満たし

ているかど うか、 現在のプロファ イルの設定が有効かど うかを確認できます。 必要
な場合は、 プロファ イルを調整して ください。 スキャナが最新の機能をサポート し
ている場合、 プレビュー機能を使用して、 色のド ロ ップアウ ト 、 JPEG 圧縮、 その他

の設定をテス トするこ と もできます。 プレビュー機能は、 ドキュ メン トのバッチを
スキャンする前、 またはバッチ間の設定の調整に使用してください。

プレビューを選択する と、 最後にスキャンしたイ メージが VRS インタラ クティブ 
ビューアに表示されます。 このため、 プレビュー機能は、 スキャンしたイ メージが 
VRS のキャ ッシュに存在している場合にのみ利用できます （プロダクシ ョ ン ラ イセ

ンス用のスキャナで VRS を使用している場合、 最後のイ メージは利用できません）。

VRS インタラ クティブ ビューアからプロパティの変更を適用する と、 プレビュー イ
メージが更新され、 調整したイ メージを検証できます。 プレビュー イ メージへの変

更は、 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンには送られないこ とに注意して ください。 プ

レビュー機能は、 次の場合に起動されます。

VRS タスクバー メニューから  [ プレビュー ] を選択した場合。

[QC モード ] サブメニューから  [ 最初のページ ] を選択した場合。

TWAIN スキャニング インターフェイスから  [ プレビュー] チェッ ク  ボッ クス

を選択した場合。

VRS インタラ クティブ ビューアのウ ィンド ウおよび [ ズーム ] オプシ ョ ンの使用に

関する詳細は、 48 ページの 「VRS インタラ クティブ ビューアの使用」 を参照して く

ださい。 イ メージ プロパティの更新に関する詳細は、 57 ページの 「VRS 調整コン ト

ロールの使用」 を参照して ください。

イ メージをプレビューするには

1 バッチでスキャンする ドキュ メン ト  タイプに似たドキュ メン ト をスキャン

します。

2 VRS タスクバー メニューから  [ プレビュー ] を選択します。 VRS インタラ ク

ティブ ビューアに、 スキャンしたイ メージが表示されます。

3 ズーム オプシ ョ ンを選択してイ メージの倍率を調整します。
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4 必要な場合、 VRS 調整コン ト ロールを使用して、 イ メージ プロパティ設定

を調整します。 詳細は、 57 ページの 「VRS 調整コン ト ロールの使用」 を参

照して ください。

5 更新した設定を後で使用する場合は、 プロファ イルと して保存します。 詳細

は、 38 ページの 「プロファ イルの使用」 を参照して ください。

6 プレビュー イ メージの調整が完了したら、 VRS 調整コン ト ロールで [OK] を
選択します。 プロパティ設定が保存され、 VRS を使用してスキャンする ド

キュ メン トの次のバッチに適用されます。 プレビュー イ メージはスキャニ

ング アプ リ ケーシ ョ ンには送られず、 破棄される点に注意してください。

ステータス情報と分析情報の使用

VRS インタラ クティブ ビューアは、 イ メージのステータス情報と、 現在のイ メージ

のプロパティを要約した分析情報を表示します。 イ メージのステータス情報は、 タ
イ トル バーに表示され、 " ステータス : OK"、 " 明るさの許容範囲外 " のよ うな、 現

在のイ メージのステータスを示します。

図 2-23  イメージのステータス情報

イ メージの分析情報は、 VRS インタラ クティブ ビューアのステータス  バーに表示さ

れ、 次のプロパティが含まれます。

サイズ : イ メージの大きさをピクセルで表示します。

傾き : 検出されたイ メージの傾きを角度で表示します。

明るさ : 検出された明るさの値をパーセンテージで表示します。

コン ト ラス ト : 検出されたコン ト ラス トの値をパーセンテージで表示します。

色: 検出されたイ メージ タイプ (カラーまたはモノ ク ロ ) と信頼度の値 (パーセ

ンテージ ) を表示します。 パーセンテージは、 [ 色の自動検出 ] が有効な場合

のみ表示されます。

斑点 : [ ノ イズ ] パネルから  [斑点除去 ] が選択された場合に、イ メージから除去

されたピクセルの数を表示します。

分析情報は、 VirtualReScan 調整コン ト ロールの設定だけでなく、 VRS 管理ユーティ

リ ティの [ 警告 ] タブで、 コン ト ラス ト 、 明るさ、 色の信頼度の適切なしきい値を識

別するのにも役立ちます。 ステータス  バーの分析情報は編集できません ( 図 2-24)。
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図 2-24  イメージの分析情報

VRS インタラクテ ィブ ビューアの使用

VRS インタラ クティブ ビューアでは、 スキャンしたイ メージが表示され、 イ メージ

を確認できます。 また、 イ メージ プロパティへ変更を適用できる  VRS 調整コン ト

ロールにアクセスするこ と もできます (57 ページの 「VRS 調整コン ト ロールの使用」

を参照 )。 ビューアの目的は、 スキャンした際のイ メージのプレビューを表示し、 変

更したイ メージを更新するこ とです。

VRS インタラ クティブ ビューアは、 次の条件で表示されます。

VRS タスクバー メニューから  [ プレビュー ] を選択した場合。 詳細は、 46 
ページの 「イ メージのプレビュー」 を参照して ください。

インタラ クティブに処理するよ う定義された例外イ メージが検出された場合。
詳細は、 27 ページの 「VirtualReScan 管理ユーティ リ ティの使用」 を参照して

ください。

アクティブな操作モードが定義されている場合。 詳細は、 36 ページの 「VRS 
操作モードの設定」 を参照して ください。

VRS インタラ クティブ ビューアには、 VRS 調整コン ト ロールに加えて、 その他のコ

ンポーネン ト  ( メニュー、 ツールバー、 ステータス  バー ) も含まれています。
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図 2-25  VRS インタラクテ ィブ ビューア

イ メージのステータス情報 (47 ページ )

VRS インタラ クティブ ビューアのメニュー バー (51 ページ )

VRS インタラ クティブ ビューアのツールバー (55 ページ )

イ メージの表示エリ ア

VRS 調整コン ト ロール (57 ページ )

イ メージの分析情報 (47 ページ )
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スクロール バー

VRS インタラ クティブ ビューアのサイズを変更したこ とでビューアに入らな くなっ

たコン ト ロールは、 縦または横スク ロールバーを使用して表示できます。

ビューアの管理

VRS インタラ クティブ ビューアのサイズと状態は維持されます。

フォーカス

Ctrl + ↓ キーを押して、 VRS 調整コン ト ロールで現在選択されているパネルの 1 つ
下のパネルにアクセスできます。 Ctrl + ↑ キーを押すこ とで、 1 つ前のパネルにアク

セスできます。

最小化 / 最大化 / 閉じる

VRS インタラ クティブ ビューアの右上に表示される  [ 最小化 ] ボタン、 [ 最大化 ] ボ
タン、 [ 閉じる ] ボタンは次のよ うに動作します。

[ 最小化 ] ボタンを選択する と、VRS インタラ クティブ ビューアのウ ィンド ウ

がタスクバーに最小化されます。

[ 最大化 ] ボタンを選択する と、VRS インタラ クティブ ビューアのウ ィンド ウ

が全画面表示されます。

[ 閉じる ] ボタンを選択する と、 [ キャンセル ] を選択した場合と同じです。

ボタン コン ト ロール

VRS インタラ クティブ ビューアでは、 3 つのボタン  コン ト ロール (OK、 キャンセ

ル、 リセッ ト ) が利用できます。

OK

[OK] をク リ ッ クする と、 現在の設定をスキャニング アプ リ ケーシ ョ ンに送信しま

す。 VRS インタラ クティブ ビューアが例外条件によって開かれた場合、 問題のイ

メージに対してのみ設定が適用されます。 ビューアが [QC モード ] の [ 最初のペー

ジ ] や [ プレビュー ] オプシ ョ ンによって表示された場合、 次のスキャンやバッチに

対して変更が適用されます。
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キャンセル

[ プレビュー ] で [ キャンセル ] をク リ ッ クする と、 変更を適用せずにダイアログを

閉じます。 スキャン時に例外が検出された場合、 [ キャンセル ] をク リ ッ クする と、

( エラー イ メージなしで ) エラーをスキャニング アプリ ケーシ ョ ンに返します。

バッチのスキャンは停止します。

リセッ ト

[ リ セッ ト ] をク リ ッ クする と、 変更をク リ アして、 すべての VRS 調整コン ト ロール

の設定を元の値に戻します。 [ リ セッ ト ] を選択した後、 元の値を更新または保存し

て続行するこ とができます。

VRS インタラクテ ィブ ビューアのメニュー バー

このセクシ ョ ンでは、 VRS インタラ クティブ ビューアのメニュー バーから利用でき

る メニュー コマンドについて説明します。 利用できる メニュー コマンドは、 VRS ラ
イセンス と スキャナでサポート されている機能によって異なる場合があ り ます。 

表 2-8  VRS インタラクテ ィブ ビューアのメニュー コマンド

メニュー コマンド 説明 キーボードの
シ ョート カッ ト

[ ズーム ] メニュー [ ズーム ] メニューを開きます。 Alt+Z

[ プロファイル ] メ
ニュー

[ プロファイル ] メニューを開きます。 Alt+P

[ プロファイル ] － [ 名
前を付けて保存 ]

[ 新規プロファイル ] ダイアログ ボッ クスを開
きます。

Alt+P+A
Ctrl+N

[ プロファイル ] － [ 保
存 ]

プロファイルを保存します。 Alt+P+S
Ctrl+S

[ プロファイル ] －
[ 編集 ]

[ プロファイルの編集 ] ダイアログ ボッ クスを
開きます。

Alt+P+O
Ctrl+O

[ ツール ] メニュー [ ツール ] メニューを開きます。 Alt+T

[ ツール ] － [ スキャナ 
ド ラ イバの設定 ]

[ 詳細設定 ] ダイアログ ボッ クスまたは [ 詳細
設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを開きま
す。

Alt+T+S

[ ツール ] － [ プロ
フェッシ ョナル機能デ
モを有効にする ]

デモ モードの VRS プロフェ ッシ ョナル機能を
有効にします。

Alt+T+P
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[ ズーム ] メニュー

[ ズーム ] メニューは、 VRS インタラ クティブ ビューアのイ メージの表示エリ アに表

示されるイ メージの倍率を表示します。

図 2-26  VRS インタラクテ ィブ ビューアの [ ズーム ] メニュー

[ ズーム ] メニューからオプシ ョ ンを選択して、 VRS インタラ クティブ ビューアの左

側に表示されるイ メージを拡大または縮小して表示できます。 また、 左右のマウス
ボタンをク リ ッ ク して、 イ メージの表示サイズを調整するこ と もできます。

マウスの左ボタン操作 :

拡大したい領域をマウスでド ラ ッグして矩形選択し、 イ メージの一部を拡

大表示できます。

標準表示に戻すには、 イ メージをダブルク リ ッ ク します。

マウスの右ボタン操作 :

イ メージを拡大したら、 表示されているイ メージの上でボタンを押したま

まマウスを移動するこ とによ り、 イ メージをスク ロールするこ とができま
す。

[ ヘルプ ] メニュー [ ヘルプ ] メニューを開きます。 Alt+H

[ ヘルプ ] － [VRS ヘル
プ ]

VRS オンライン ヘルプを開きます。 Alt+H+H

[ ヘルプ ] － [ ユーザー
ズ ガイ ド ]

PDF 形式の 「VRS ユーザーズ ガイ ド」 を表示
します。

Alt+H+U

[ ヘルプ ] － [ バージ ョ
ン情報 ]

[ バージ ョ ン情報 ] ダイアログ ボッ クスを開き
ます。 このダイアログ ボッ クスには、 VRS の
バージ ョ ン情報、 ライセンス情報、 および 
Kofax 社の問い合わせ先情報が表示されます。

Alt+H+V

表 2-8  VRS インタラクテ ィブ ビューアのメニュー コマンド

メニュー コマンド 説明 キーボードの
シ ョート カッ ト
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また、 VRS インタラ クティブ ビューアのツールバーから  [ ズーム ] ツールを使用し

て、 イ メージの倍率を調整するこ と もできます。 詳細は、 55 ページの 「[ ズーム ] 
ツール」 を参照して ください。

[ プロファイル ] メニュー

[ プロファ イル ] メニューで、 VRS プロファ イルを作成および管理できます。 各プロ

ファ イルには、 VRS 調整コン ト ロールのパネルで設定した情報が保存されています。

プロファ イルは、 イ メージの修正と向上のための記憶された対応策のよ うなもので
す。 VRS のインス トールに含まれているデフォルト  プロファ イルを除き、 プロファ

イルはユーザーが作成します。 VRS は、 他のプロファ イルを選択するまでデフォル

ト  プロファ イルを使用します。 アクティブなプロファ イルの選択は、 VRS ユーザー

ごとに設定されます。

名前を付けて保存

新しいプロファ イルに名前を付けて保存します。 [ 名前を付けて保存 ] を選択する

と、 [ 新規プロファ イル ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 このダイアログ 
ボッ クスを使用して、 プロファ イルの名前を割り当てます。 詳細は、 38 ページの

「プロファ イルの使用」 を参照して ください。

保存

現在選択されたプロファ イルを保存します。 詳細は、 38 ページの 「プロファ イルの

使用」 を参照して ください。

編集

[ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。 このダイアログ ボッ ク

スを使用して、 プロファ イルを作成した り、 既存のプロファ イルを編集します。 詳
細は、 38 ページの 「プロファ イルの使用」 を参照して ください。

[ ツール ] メニュー

[ ツール ] メニューのコマンドを使用して、 スキャナの詳細設定にアクセスした り、

VRS プロフェッシ ョナル機能のデモを有効にできます。 このメニューは、 VRS イン

タラ クティブ ビューアがプレビュー モードで表示されているか、 または [ 最初の

ページ ] か [ 各ページ ] 操作モードが選択されている場合にのみ利用できます。
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スキャナ ド ライバの設定

VRS がスキャナとの接続に使用する ド ラ イバにアクセスします。 [ スキャナ ド ラ イ

バの設定 ] は、 スキャナ ド ラ イバが詳細オプシ ョ ンをサポート している場合にのみ

利用できます。 このメニューは、 [ 詳細設定 ] ダイアログ ボッ クスまたは [ 詳細設定

プロパティ ] ダイアログ ボッ クスを表示します。 これらのダイアログ ボッ クスでは、

スキャナに関連した詳細設定を調整できます。 利用できるダイアログ ボッ クスのオ

プシ ョ ンは、 スキャナによって異な り ます。 詳細は、 81 ページの 「詳細機能の使用」

を参照して ください。

プロフェ ッシ ョナル機能デモを有効にする

このメニュー コマンドは、 VRS 基本ライセンスでのみ利用できます。 このメニュー 
コマンドを使用して、 VRS プロフェ ッシ ョナル機能のデモを有効にできます。 この

モードが有効になる と、 VRS プロフェ ッシ ョナル機能にアクセスできるよ うにな り、

スキャンしたイ メージには "Kofax Demo Mode" とい う ロゴが挿入されます。 詳細は、

79 ページの 「プロフェッシ ョナル機能デモ」 を参照して ください。

[ ヘルプ ] メニュー

[ ヘルプ ] メニューを使用して、 VRS のオンライン ヘルプやドキュ メン トにアクセス

できます。 また、 [ ヘルプ ] メニューから  [ バージ ョ ン情報 ] ダイアログ ボッ クスを

表示できます。

VRS ヘルプ

VRS のオンライン  ヘルプを表示します。

ユーザーズ ガイド

PDF 形式の 「VRS ユーザーズ ガイ ド」 を表示します。

バージ ョ ン情報

[ バージ ョ ン情報 ] ダイアログ ボッ クスを開きます。 このダイアログ ボッ クスには、

VRS のバージ ョ ン情報、 ライセンス情報、 および Kofax 社の問い合わせ先情報が表

示されます。
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VRS インタラクテ ィブ ビューアのツールバー

VRS インタラ クティブ ビューアのツールバーには、 ズームのオプシ ョ ン、 スキャナ

の詳細設定、 およびプロファ イルのリ ス トへのシ ョート カッ トが用意されています。

図 2-27  VRS インタラクテ ィブ ビューアのスタンダード  ツールバー

[ ズーム ] ツール

[ ズーム ] ツールを使用して、 イ メージの倍率オプシ ョ ンを選択します。 これらのオ

プシ ョ ンは、 [ ズーム ] メニューでも利用できます (52 ページの 「[ ズーム ] メ
ニュー」 を参照 )。

図 2-28  [ ズーム ] ツールのオプシ ョ ン

[ スキャナ ド ライバの設定 ] ツール

このツールを選択して、 ([ 詳細設定 ] ダイアログ ボッ クスまたは [ 詳細設定プロパ

ティ ] ダイアログ ボッ クスの ) スキャナの詳細設定を表示します。 [ スキャナ ド ラ イ

バの設定 ] ツールは、 スキャナが詳細オプシ ョ ンをサポート している場合にのみ利

用できます。 利用できる詳細設定は、 VRS のインス トール時に指定したスキャナに

よって異なり ます。 また、 [ ツール ] メニューの [ スキャナ ド ラ イバの設定 ] を使用

して詳細設定にアクセスするこ と もできます。 詳細は、 81 ページの 「詳細機能の使

用」 を参照して ください。
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図 2-29  [ スキャナ ド ライバの設定 ] ツール

[ プロファイルの選択 ] リス ト

この リ ス ト を使用して、 アクティブなプロファ イルを表示または変更します。 また、
プロファ イルは [ プロファ イルの編集 ] ダイアログ ボッ クスか、 VRS タスクバー メ
ニューの [ プロファ イル ] サブメニューから選択するこ と もできます。 詳細は、 38 
ページの 「プロファ イルの使用」 を参照して ください。

図 2-30  [ プロファイルの選択 ] リス ト
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VRS 調整コン ト ロールの使用

VRS 調整コン ト ロールには 6 つのパネルが用意されています。 これらのパネルには、

イ メージのプロパティを調整するためのオプシ ョ ンが含まれています。 デフォルト
の設定は、 " デフォルト設定 " と呼ばれる  VRS プロファ イルに保存されます。 特定

のドキュ メン ト  タイプ用の最適な調整が見つかったら、 デフォルト  プロファ イルの

代わりに使用できる、 カスタム プロパティに保存します。 詳細は、 38 ページの 「プ

ロファ イルの使用」 を参照して ください。

図 2-31  VRS 調整コン トロール
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[ 鮮明度 ] パネルの使用

[ 鮮明度 ] パネルには、 イ メージのコン ト ラス ト 、 明るさ、 ガンマ値を調整するオプ

シ ョ ンがあ り ます。 一般に、 コン ト ラス トの値が高ければ、 ドキュ メン ト内のかす
れた文字やラインが強調されます。 明るさは、 イ メージの全体的な濃度を増加また
は減少させるため、 明るさのレベルを上げる と暗い影を薄くするこ とができます。
ガンマ補正は、 不正なガンマ エンコードで作成されたイ メージを調整します。

図 2-32  [ 鮮明度 ] パネル
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明るさとコン ト ラス ト

[ 自動明るさ調整 ] チェッ ク  ボッ クスが選択されている場合、 VRS は、 自動的に [ 明
るさ ] に最適な値を割り当て、 手動で操作できる  [ 明るさ ] のスライ ド と数値テキス

ト  ボッ クスに値を表示します。 [ 自動明るさ調整 ] の設定は、 カラー モードでス

キャンした場合は利用できません。

[ 明るさ ] のスライダを動かしたり、 [ 明るさ ] の数値テキス ト  ボッ クスへ値を入力

した り、 [ 明るさ ] － [ コン ト ラス ト ] のカスタム コン ト ロールをク リ ッ クする と、

[ 自動明るさ調整 ] 機能はオフになり ます。

図 2-33  [ 自動明るさ調整 ] チェ ック  ボックス

エッジ検出

VRS のエッジ検出は、 [ コン ト ラス ト ] スライダで制御します。 エッジ検出は、 1 つ
のグレー レベルが、 別のレベルへ移行する部分を認識するテク ノ ロジです。 グレー

のレベルの差異が大きいほど、 オブジェク トのエッジははっき り しています。 [ コン

ト ラス ト ] が低い場合、 エッジがはっき り しているオブジェク トのみが黒になり  ( た
とえば、 白い背景上の黒い文字など )、 かすれた文字やラインは、 白い背景から薄い

グレーへの移行部分の差異が少ないために現れません。 つま り、 かすれた文字やラ
インでは " エッジがはっき り していない " とい う こ とにな り ます。 また、 背景もグ

レーのレベルの差異がないため、 エッジが明確ではあ り ません。 グラデーシ ョ ン部
分も、 レベルの差異がないため、 エッジがはっき り と していません。

理論的には、 たとえば、 ドキュ メン トに貼られた透明テープなど、 目に見えないも
のは、 テープと周囲の紙に明らかな移行部分があるため、 [ コン ト ラス ト ] を高くす

る と検出できます。

手動のイメージ調整

前述したとおり、 VRS は手動でイ メージまたはイ メージ設定を調整できます。 [ 鮮明

度 ] パネルを使用してこれを行います。

[ 明るさ ] と  [ コン ト ラス ト ] カスタム コン ト ロール 

[ 鮮明度 ] パネルには、 カスタム  コン ト ロール ( ビジュアル マーカー ) が表示され、

[ 明るさ ] と  [ コン ト ラス ト ] の最適な範囲を特定するのに役立ちます。



第 2 章

60 VirtualReScan (VRS) ユーザーズ ガイド

図 2-34  [ 明るさ ] と  [ コン ト ラス ト ] カスタム コン ト ロール

[ 明るさ ] と  [ コン ト ラス ト ] カスタム コン ト ロールでは、 明るさの設定は黒の横線

で示され、 コン ト ラス トの設定は黒の縦線で示されます。 [ 自動明るさ調整 ] を有効

にしている場合、 黒色のライン ( スライダで調整 ) は、 [ 自動明るさ調整 ] を反映し

て自動的に調整されます。

[ 明るさ ] と  [ コン ト ラス ト ] カスタム コン ト ロールでは、 検出された [ 明るさ ] と  
[ コン ト ラス ト ] 値の現在の許容範囲が青色の実線の四角形で示されます。 このボッ

クスは、 明るさの値と コン ト ラス トの値の許容範囲を表します。 ボッ クスは、 [ 明る

さ ] と  [ コン ト ラス ト ] の 50-50 の基準設定を中心に配置され、 [VirtualReScan 管理

ユーティ リ テ ィ ] ダイアログ ボッ クスの [ 明るさ ] と  [ コン ト ラス ト ] のしきい値を

表す境界線です。 VRS の検出値を有効にするには、 青い四角形の範囲内に値がなけ

ればなり ません。 VRS の検出値が青い四角形の範囲外である場合は、 無効なため、

警告が出されます。

[ 明るさ ] テキスト  ボックス

VRS インタラ クティブ ビューアが起動される と、 [ 鮮明度 ] パネルの明るさの数値テ

キス ト  ボッ クスに現在の明るさの設定が示されます。 必要な場合、 [ 明るさ ] の数値

テキス ト  ボッ クスを利用して手動で明るさの設定を変更するこ とができます。 [ 明
るさ ] は、 白黒、 グレースケール、 カラーのイ メージで 0 ( 非常に暗い ) から  100 ( 非
常に明るい ) の範囲で設定できます。 ただし、 手動で明るさを設定する と、 白黒

モード、 グレースケール モード、 カラー モードの間では共有されないこ とに注意し

現在の明るさ設定

現在のコン ト ラス ト設定

コン ト ラス ト と明るさの許容範囲
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てください。 白黒モードで手動による明るさ設定を変更しても、 グレースケールま
たはカラー モードの手動による明るさ設定には影響しません。 これは、 VRS がこれ

らの値を別々に扱うためです。

[ コン ト ラス ト ] テキスト  ボックス

VRS インタラ クティブ ビューアが起動される と、 [ コン ト ラス ト ] の数値テキス ト  
ボッ クスに現在のコン ト ラス ト設定の値が示されます。 [ コン ト ラス ト ] の数値テキ

ス ト  ボッ クスを利用して手動でコン ト ラス ト値を変更するこ とができます。 コン ト

ラス ト値は、 0 ( 非常に低いコン ト ラス ト ) から  100 ( 非常に高いコン ト ラス ト ) の範

囲で設定できます。 明るさの設定と同様に、 コン ト ラス ト設定は、 白黒モード、 グ
レースケール モード、 カラー モード間では共有されません。 各モードでそれぞれコ

ン ト ラス ト値を入力する必要があ り ます。

[ ガンマ ] スライダと  [ ガンマ補正 ] テキスト  ボックス 

[ ガンマ ] スライダと  [ ガンマ ] の数値テキス ト  ボッ クスは、 現在のガンマ設定の値

を示します。 ガンマ値は、 -100 ( 非常に暗いガンマ ) から  +100 ( 非常に明るいガン

マ ) の範囲で設定できます。 ガンマは、 白黒、 グレースケール、 カラー イ メージ用

に設定できますが、 白黒イ メージとグレースケール イ メージでのみ共有できます。

これは、 VRS の内部では、 白黒とグレースケールのガンマに 1 つの値を使用するた

め、 白黒モードでガンマ設定を変更する と、 グレースケール モードのガンマ設定も

変更されるこ とを意味します。

ただし、 ガンマ設定は、 非カラー モード とカラー モードでは共有されません。 VRS 
は、 カラー ガンマには専用の値を使用するため、 白黒モードでガンマ値を変更して

も、 カラーのガンマ値は変更されません。

鮮明度の詳細設定 (VRS プロフェ ッシ ョナルのみ )

[ 鮮明度の詳細設定 ] 機能は、 明るさやコン ト ラス トのしきい値では十分に調整でき

ない、 複雑なドキュ メン トの処理に利用できます。

図 2-35  鮮明度の詳細設定
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たとえば、 VRS のデフォルト設定で搭乗券をスキャンする と、 イ メージの質が劣化

するこ とがあ り ます。 これは、 背景パターンが濃く、 抑制が困難なためです。 [ 鮮明

度の詳細設定 ] を有効にする と、 背景を正常にスキャン し、 よ り最適な結果を得ら

れる可能性が高くな り ます。

特別に調整が必要なドキュ メン トは、 [ 鮮明度の詳細設定 ] を有効にしてプロファ イ

ルを適用する と、 よ り良い結果が得られるこ とがあ り ます。

[ 鮮明度の詳細設定 ] を有効にする と、 スライダを左右に使用して度合いを調節でき

ます。 1 に設定する と最短時間で処理され、 5 ( 特別な場合 ) に設定する と よ り高い

設定で処理されます。 スライダの代わりに、 テキス ト  ボッ クスで [ 鮮明度 ] を設定

するこ と もできます。

メモ  [ 明るさ ] または [ コン ト ラス ト ] のスライダを手動で調整する と、 [ 鮮明度の

詳細設定 ] は自動的に無効になり ます。

[ 鮮明度 ] パネルの設定を更新するには

1 VRS 調整コン ト ロールから、 [ 鮮明度 ] パネルを選択します。

2 次のいずれかを行います。

コン ト ラス ト と明るさを同時に調整するためには、[ 明るさ ]/[ コン ト ラス

ト ] の目盛りの境界線内をク リ ッ ク し、 ポインタを挿入します。 十字線

の中心が明るさ と コン ト ラス トの値を示します。 最良の結果を得るため、
青い四角形の内側にポインタを置いてください。
コン ト ラス ト と明るさを別々に設定する場合は、 次のステップに進んで
ください。

3 VRS は、 [ 明るさ ] のテキス ト  ボッ クスに現行の明るさの設定を表示します。

設定を変更するには、 次のいずれかを行います。

[ 明るさ ] のテキス ト  ボッ クスの矢印をク リ ッ ク して、 明るさのレベルを

増減させます。
[ 明るさ ] のテキス ト  ボッ クスをク リ ッ ク し、 値を入力します。

[ 明るさ ] のスライダを上下に動かして値を選択します。

明るさに最適な値を自動的に割り当てるには、 [ 自動明るさ調整 ] チェッ

ク  ボッ クスを選択します。 [ 自動明るさ調整 ] 機能は、 グレースケールま

たはモノ ク ロ  ( 白黒 ) のスキャンで利用可能です。
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メモ  明るさの値を変更する とすぐに、 [ 自動明るさ調整 ] オプシ ョ ンが自動

で無効になり ます。 オプシ ョ ンを再び有効にするには、 [ 自動明るさ調整 ] 
オプシ ョ ンを選択します。 VRS は、 自動で再計算し、 明るさのレベルを再び

適用します。

4 VRS は、 [ コン ト ラス ト ] のテキス ト  ボッ クスに現行のコン ト ラス ト設定を

表示します。 設定を変更するには、 次のいずれかを行います。

[ コン ト ラス ト ] のテキス ト  ボッ クスの矢印をク リ ッ ク して、 コン ト ラス

トのレベルを増減させます。
[ コン ト ラス ト ] のテキス ト  ボッ クスをク リ ッ ク して、 値を入力します。

[ コン ト ラス ト ] のスライダを左右に動かして値を選択します。

5 [ 鮮明度の詳細設定を有効にする ] チェッ ク  ボッ クスを選択する と、調整が必

要なドキュ メン トに対して、 最適な [ 明るさ ] および [ コン ト ラス ト ] が設

定され、 処理されます。

メモ  [ 鮮明度の詳細設定 ] は、 モノ ク ロでスキャンされる ドキュ メン トに対

してのみ利用可能です。 また、 カラー モードでスキャンされ、 [ 色の自動検

出 ] 機能でモノ ク ロ と して出力される ドキュ メン トに対しても利用できま

す。 詳細は、 71 ページの 「[ 色 ] パネルの使用」 を参照して ください。

6 [ 鮮明度の詳細設定 ] を有効にする と、 次の設定を利用できます。

色の分析 : 背景色やカラー テキス ト を含むページの場合、このオプシ ョ ン

は、 わずかな色の変化も認識して、 最適な白黒イ メージを生成します。
それ以外の場合は、 グレースケールのみ認識されます。

メモ  この設定が有効な場合、 色の分析によ り スキャナのパフォーマンス
が低下するこ とがあ り ます。

画像を無視する : VRS でページ内容を検証する際に、画像や写真を無視し

ます。 結果と して、 ページ上のその他のコンテンツ  ( 画像以外 ) の鮮明度

が向上します。

7 [ 鮮明度の詳細設定 ] を有効にする と、次のよ うにスライダを左右に動かして

必要な鮮明度を設定できます。

最短時間で処理するには、 スライダを左 (1 の方向 ) に動かします。

よ り高めの設定で処理するには、 スライダを中間 (3 の方向 ) に動かします。

最良の設定で処理するには、スライダを右 (5 の方向 ) に動かします ( 特別

な場合 )。
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メモ  デフォルト設定は、 一般的なドキュ メン ト  タイプに適しています。 設

定を変更する と、 別の設定を使用するプロファ イルを適用するか、 次回設定
を変更するまで、 その設定が使用されます。

8 スライダの代わりに、 テキス ト  ボッ クスで [ 鮮明度 ] を設定するこ と もでき

ます。 次のいずれかを行って 1 から  5 までの値を指定して ください。

テキス ト  ボッ クスをク リ ッ ク し、 値を入力します。

テキス ト  ボッ クスの矢印をク リ ッ ク して、 値を増減させます。

メモ  [ 鮮明度の詳細設定 ] を有効にした後に、 [ 明るさ ] または [ コン ト ラス

ト ] の値を手動で調整する と、 [ 鮮明度の詳細設定 ] は無効になり ます。

9 VRS は、 [ ガンマ補正 ] テキス ト  ボッ クスにガンマ補正の設定を表示します。

補正値の範囲は、 [ 暗い ] から  [ 明るい ] まであ り、 中間が [ 普通 ] です。 設

定を変更するには、 次のいずれかを行います。

[ ガンマ補正 ] のテキス ト  ボッ クスの矢印をク リ ッ ク して、 ガンマのレベ

ルを増減させます。
[ ガンマ補正 ] テキス ト  ボッ クスをク リ ッ ク し、 値を入力します。

[ ガンマ ] のスライダを左右に動かして値を選択します。

10 [OK] をク リ ッ ク します。
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[ ノ イズ ] パネルの使用

[ ノ イズ ] パネルのフ ィルタを使用して、 画質を向上した り、 不要な斑点を除去でき

ます。 また、 [ パンチ穴を埋める ] オプシ ョ ンを使用して、 穴の部分をその周りの背

景色で埋めるこ と もできます。

[ ノ イズ ] パネルで調整した設定は、 VRS インタラ クティブ ビューアで表示されたイ

メージに適用されます。 また、 目的の基準に達成するまでイ メージの設定を微調整
するこ とができます。

図 2-36  [ ノ イズ ] パネル
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ドキュ メン トから ノイズを除去する

ドキュ メン トから ノ イズを除去する場合、 次の一般的なルールに従ってください。

異なる品質のドキュ メン トが混在したバッチの場合は、 [ 斑点除去フ ィルタ ] 
を使用しないでください。 ドキュ メン トの情報が失われる場合があ り ます。

ノ イズが、 裏側から浮き出たテキス トや背景パターンによ り浮き出されたも
の ( たとえば、 搭乗券でよ く見られるパターンなど ) である場合、 [ 鮮明度 ] 
パネルからコン ト ラス ト を下げて ください。 ノ イズを除去している最中にテ
キス トが見えなくなってきたら、 [ 明るさ ] スライダを下げて補います。

ノ イズが影のある背景、 グラデーシ ョ ン、 暗い色の紙によ り生成された場合
は、 [ 鮮明度 ] パネルから明るさを上げてください。

同じ品質のドキュ メン トが 1、 2 種類しかない場合、 さまざまな [ 斑点除去

フ ィルタ ] のレベルを試して ください。

[ 斑点除去フ ィルタ ] を低いレベルに設定しても、 文字の一部が消えてしま う

場合は、 混合バッチのルールを適用して ください。

パンチ穴を埋める

ページをスキャンする際に、 ノートにあるパンチ穴やト ラ ク タ  フ ィードの穴の部分

をスキャンした くない場合、 [ パンチ穴を埋める ] チェッ ク  ボッ クスを選択する と、

自動的に穴の部分をその周りの背景色で埋めるこ とができます。

メモ  この機能は、 黒の背景色のイ メージを作成するスキャナでのみ利用できます。

[ ノ イズ ] パネルの設定を更新するには

1 VRS 調整コン ト ロールから  [ ノ イズ ] パネルを選択します。

2 [ ライン フ ィルタ ] スライダを使用して、 イ メージの要素に適用する  [ 細い ]/
[ 太い ] を選択します。

膨らんだイ メージ要素や、 混合したイ メージ要素を細くするには、 スラ
イダを [ 細い ] に向かって動かします。

細すぎたり、 薄すぎるイ メージ要素には、 スライダを  [ 太い ] 方向に向

かって動かします。

3 [ 斑点除去フ ィルタ ] のスライダで、 不要な黒い斑点を取り除きます。

小さな斑点の除去によって目的の画質になる場合は、 スライダを  [ 小 ] の
方向に動かします。
中、 小の斑点の除去によって目的の画質になる場合は、 スライダを  [ 中 ] 
の方向に動かします。
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大、 中、 小の斑点の除去によって目的の画質になる場合は、 スライダを  
[ 大 ] の方向に動かします。 スライダを極端に右 ([ 大 ] の方向 ) に動かす

と、 テキス トの認識に影響を及ぼします。

4 穴の部分 ( ノートにある穴など） を、 その周りの色で置換するには、 [ パンチ

穴を埋める ] を選択します。

5 [OK] をク リ ッ ク します。

[ 傾き ] パネルの使用

[ 傾き ] パネルを使用して、 [ 自動傾き補正 ]、 [ 自動クロ ップ ]、 [ エッジ ク リーン ]、
および [ 自動の向き ] を制御する設定を選択できます。 [ 自動の向き ] を使用する と、

異なる向きでスキャンされたページを自動的に回転できます。 また、 [ 傾き ] パネル

は手動でイ メージの傾き補正を行うためのオプシ ョ ンも提供します。

イ メージは、 角度調整アームを使用して 360 度まで時計回り、 または反時計回りに

回転できます。 また、 [ 傾き補正 ] チェッ ク  ボッ クスを選択する と、 自動的に傾きを

補正できます。 必要に応じて、 [ 角度の微調整 ] スライダを使用して角度を細かく調

整できます。 [ 角度 ] ボッ クスが 0.00 を表示している場合、 オ リ ジナルのスキャン 
イ メージが表示されます。
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図 2-37  [ 傾き ] パネル

[ 傾き補正 ] オプシ ョ ン

傾いている  ( 曲がっている ) イ メージを自動的に補正するには、 [ 傾き補正 ] オプ

シ ョ ンを使用します。 黒または白の背景色を作成するスキャナでは、 最良の結果を
得るこ とができます。
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図 2-38  [ 傾き ] パネル - [ 傾き補正 ] と  [ クロップ ] オプシ ョ ン

[ 自動クロップ ] と  [ エッジ クリーン ] オプシ ョ ン

自動的に各ページをオリジナルのページ サイズにクロ ップするには、 [ 自動クロ ッ

プ ] オプシ ョ ンを使用します。 自動クロ ップは、 正確な光学式文字認識 (OCR) を行

えるよ う、 各イ メージの正確な範囲を取得するのに重要です。 自動的に黒い境界線
をイ メージから削除するには、 [ エッジ ク リーン ] を使用します。 これは、 自動ク

ロ ップとは異なり、 実際のサイズにイ メージをク ロ ップしません。 その代わり、 イ
メージの周囲にある黒いピクセルを白いピクセルに置換し、 VRS 自動クロ ップで決

められたイ メージ サイズの幅と長さを維持します。

自動の向き

[ 自動の向き ] チェッ ク  ボッ クスを選択して、 自動的にページの回転を行います。 こ

の機能を有効にする と、 VRS は異なる向きでスキャンされたページを自動的に回転

できます。 その結果、 イ メージをスキャンした後に手動で回転する必要がなくな り
ます。 この機能を使用した場合、 バッチに含まれたドキュ メン ト を事前に同じ向き
で揃える必要はあ り ません。 [ 自動の向き ] を有効にする と、 VRS はスキャナの

フ ィーダーにセッ ト したドキュ メン トの向きを、 スキャン時に必要に応じて自動的
に揃えます。

メモ  [ 自動の向き ] は、 詳細機能をサポート するいく つかのスキャナで利用可能な回

転オプショ ンと 競合する可能性があり ます。 これらのスキャナで VRS を使用する場

合、 どちらかのオプショ ンを無効にしてく ださい。 詳細は、 120 ページの 「[ 回転 ] 
パネル」 を参照してく ださい。

[ 傾き ] パネルの設定を変更するには

1 VRS 調整コン ト ロールから、 [ 傾き ] パネルを選択します。

2 任意の [ 傾き補正 ] および [ ク ロ ップ ] オプシ ョ ンを選択します。

3 異なる向きでスキャンされたページを検出して自動的に回転させるには、

[ 自動の向き ] を選択します。
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4 [ 自動傾き補正 ] が選択されていない場合、 グ リ ッ ドをク リ ッ ク し、角度調整

アームを使用してイ メージを ‹っすぐにできます。 また、 次の方法でも傾き

を補正できます。

a マウスを縦のアーム上に置き、 ク リ ッ ク したままの状態にします。 カー

ソルが、 ハンドに変わり ます。

b イ メージを左に回転するには、 ド ラ ッグしてアームを反時計回りに回転

させます。 イ メージを右に回転するには、 時計回りに回転させます。 イ
メージは、 360 度まで回転できます。

5 必要に応じて、 [ 角度の微調整 ] スライダを使用して、次のよ うに傾きを  1 度
以下の細かい角度で微調整できます。

a スライダを左端まで動かすと、 反時計回りで 1 度、 角度を調整したこ と

にな り ます。

b スライダを右端まで動かすと、 時計回りで 1 度、 角度を調整したこ とに

な り ます。

c スライダを、 0 と左端の間、 あるいは 0 と右端の間に動かすと、 1 度よ り

も少ない角度を調整したこ とにな り ます。 スラ イダの 1 目盛りは、 0.05 
度の角度を表します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。
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[ 色 ] パネルの使用

[ 色 ] パネルを使用して、 [ 色の自動検出 ] やイ メージの処理に関連した設定を指定し

ます。 [ 色の自動検出 ] は、 イ メージに色コンテンツが含まれているかを確認しま

す。 色コンテンツが検出されなかった場合、 ドキュ メン トはモノ ク ロ  イ メージと し

て処理されます。 [ 色の自動検出 ] を使用する前に、 実際にスキャンする ドキュ メン

トに似たサンプル ドキュ メン トで設定をテス トするこ とを推奨します。 [ 色の検出

感度 ] と  [ 色領域の検出感度 ] の設定は、 [ 色の自動検出 ] での処理に直接影響しま

す。

図 2-39  [ 色 ] パネル
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メモ  [ 色 ] パネルは、 VRS のライセンス、 スキャナ、 およびアクティ ブなスキャン  
モード によっては利用できない場合があり ます ( カラー モード でのみ利用可能です )。

[ 色 ] パネルのオプシ ョ ンを設定するには

1 VRS 調整コン ト ロールから、 [ 色 ] パネルを選択します。

2 [色の自動検出 ] を有効にする場合は、[検出を有効にする ] チェッ ク  ボッ クス

を選択します。 このチェッ ク  ボッ クスが選択されていない場合、 カラー 
モードでスキャンする と、 ドキュ メン トの色コンテンツにかかわらず、 常に
カラー イ メージが出力されます。

メモ  VRS を ISIS ベースのスキャニング アプ リ ケーシ ョ ンで使用する場合

は、 [ 色 ] パネルではなく、 Kofax VRS ISIS インターフェイスまたはスキャ

ニング アプリ ケーシ ョ ンから  [ 色の自動検出 ] を有効にします。 この場合、

[ 色 ] パネルの [ 有効 ] チェッ ク  ボッ クスは利用できませんが、 [ 色 ] パネル

の他の設定は通常どおり利用できます。

3 次のいずれかの方法で、 [ 色の検出感度 ] の設定を調整します ( 値の範囲は 1 
から  100 です )。

スラ イダを左に動かすと、 カラー ドキュ メン ト を検出するレベルを下げ

ます。
スライダを右に動かすと、 カラー ドキュ メン ト を検出するレベルを上げ

ます。
テキス ト  ボッ クスの矢印をク リ ッ ク して、 [ 色の検出感度 ] の値を増減さ

せます。
[ 色の検出感度 ] のテキス ト  ボッ クスをク リ ッ ク し、 値を入力します。

4 通常ならば検出されないドキュ メン トに含まれたわずかな色領域 ( たとえば、

日付のスタンプや蛍光ペンの線など ) を検出する場合は、 [ 小さい色領域を

検出する ] チェッ ク  ボッ クスを選択します。 このチェッ ク  ボッ クスが選択

されていない場合、 スキャナはこれらの色を検出しない可能性があ り ます。

5 次のいずれかの方法で、 [ 色領域の検出感度 ] の設定を調整します ( 値の範囲

は 1 から  100 です )。

スラ イダを左に動かすと、 わずかな色領域を検出するレベルを下げます。
スライダを右に動かすと、 わずかな色領域を検出するレベルを上げます。
テキス ト  ボッ クスの矢印をク リ ッ ク して、 [ 色領域の検出感度 ] の値を増

減させます。
[ 色領域の検出感度 ] のテキス ト  ボッ クスをク リ ッ ク し、値を入力します。
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6 [ 背景色の検出 ] から  [ 色を抑制する ] を選択して、モノ ク ロ  イ メージの背景

色を抑制します。

メモ  [ 背景色の検出 ] 機能は、 VRS で使用するスキャナによっては利用でき

ない場合があ り ます。

7 [ 出力形式 ] 設定を使用して、[ 色の自動検出 ] の結果を上書きするこ とができ

ます。 これらの設定は、 バッチに含まれた現在のイ メージにのみ適用され、 
[ 色の自動検出 ] が有効な場合にのみ利用するこ とができます。 次のオプ

シ ョ ンを選択できます。

カラー : 色の自動検出処理による結果にかかわらず、 イ メージはカラーと

して処理されます。
モノ ク ロ : 色の自動検出処理による結果にかかわらず、 イ メージはモノ ク

ロ と して処理されます。
検出された形式 : 色の自動検出処理による結果に従ってイ メージの色は処

理されます。 これはデフォルト設定です。

8 変更した設定を保存しない場合、 [ リ セッ ト ] をク リ ッ ク してデフォルト値に

戻すこ とができます。 デフォルト値に戻した後は、 値を更新または保存して
続行するこ とができます。

[ 背景 ] パネルの使用

[ 背景 ] パネルでは、 VRS で処理されるカラー イ メージの背景領域を設定します。

[ 背景 ] パネルのオプシ ョ ンを使用して、 背景領域を黒、 白、 または検出した背景色

の均一色に変更できます。

メモ  [ 背景 ] パネルは、 VRS のライセンス、 スキャナ、 およびアクティブなスキャ

ン  モードによっては利用できない場合があ り ます ( カラー モードでのみ利用可能で

す )。



第 2 章

74 VirtualReScan (VRS) ユーザーズ ガイド

図 2-40  [ 背景 ] パネル

[ 背景 ] パネルのオプシ ョ ンを設定するには

1 VRS 調整コン ト ロールから、 [ 背景 ] パネルを選択します。

2 カラー イ メージの背景を変更する場合は、 [ スムージング ] チェッ ク  ボッ ク

スを選択して、 背景のスムージング機能を有効にします。 このチェッ ク  
ボッ クスが選択されていない場合、 カラー イ メージの背景領域は変更され

ません。
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3 カラー イ メージの背景色を処理するオプシ ョ ンを選択します。

白 :  背景色をすべて白に変更します。

黒 :  背景色をすべて黒に変更します。

均一色 :  背景のピクセルを均一色に変更します。 この均一色は、検出され

た背景色の均一色です。 このオプシ ョ ンは、 背景色の種類が少ない場合
にのみ適切です。

メモ  [ 自動 ] を選択する と、 スキャンしたドキュ メン トの背景領域から検出

された色によって結果は異なり ます。

4 [自動 ] オプシ ョ ンを選択した場合、結果は [白を優先 ] の設定によって異なり

ます。

[ 白を優先 ] が選択されていて、 背景色が白に近い場合、 背景色は白で統

一されます。
[ 白を優先 ] が選択されていて、 背景色が白に近くなかった場合、 背景色

はスキャナが決定した均一色で統一されます。
[ 白を優先 ] が選択されていなかった場合、 背景色は検出された背景色の

均一色によって統一されます。

メモ  [ 白を優先 ] は、 すべてのスキャナで利用できるわけではあ り ません。

5 [ 背景色の感度 ] 設定を変更するには、 次のいずれかを行います。

スライダを左に動かして、 カラー ドキュ メン トで処理を行う背景領域の

レベルを下げます。 この値が低い場合、 ピクセルがイ メージの背景の一
部と して処理される可能性が下がり ます。
スラ イダを右に動かして、 カラー ドキュ メン トで処理を行う背景領域の

レベルを上げます。 この値が高い場合、 ピクセルがイ メージの背景の一
部と して処理される可能性が上がり ます。
テキス ト  ボッ クスの矢印をク リ ッ ク して、 [ 背景色の感度 ] の値を増減さ

せます。
[ 背景色の感度 ] のテキス ト  ボッ クスをク リ ッ ク し、 値を入力します。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

[ 空白ページ ] パネルの使用

[ 空白ページ ] パネルを使用して、 空白ページを自動的に検出し削除する機能を有効

にできます。 この機能は、 両面モードのバッチ スキャンで特に役立ちます。 VRS 
は、 コンテンツの評価に基づいて検出した空白ページを削除します。
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[ 検出感度 ] の設定では、 ページのコンテンツを検出する感度を指定します。 たとえ

ば、 斑点などのわずかなコンテンツを無視するよ う設定するこ とができます。 [ 空白

ページの検出 ] が有効な場合は、 斑点しか含まれていないページを空白ページと し

て処理し削除できます。 また、 わずかなコンテンツを検出するよ う設定するこ と も
できます。 その結果、 斑点しか含まれていないページは検出され、 空白ページと し
て削除されなくな り ます。 VRS がページのコンテンツを評価する際に、 背景色は無

視されます。

この検出感度の設定によっては、 穴の部分 ( ノートにあるパンチ穴など ) が用紙の端

にある場合、 空白ページを正し く検出できないこ とがあ り ます。 この問題は、 [ パン

チ穴を無視する ] オプシ ョ ンを選択するこ とで回避できます。 このオプシ ョ ンを選

択する と、 ページの端に穴の部分があっても、 空白ページを検出するこ とができま
す。

いくつかのスキャナやスキャニング アプリ ケーシ ョ ンには、 空白ページを削除する

機能が既に備わっています。 これらのスキャナで VRS を使用する場合は、 どちらか

の機能を無効にして ください。 最良の結果を得るには、 VRS の機能を有効にするこ

とを推奨します。

ImageControls スキャニング アプリ ケーシ ョ ンと共に VRS を使用している場合、 削除

なしで空白ページの検出を有効にできます。 この場合、 空白ページが検出される と、
VRS からスキャニング アプリ ケーシ ョ ンに通知されます。 VRS は、 ページを削除す

る代わりにスキャニング アプ リ ケーシ ョ ンへ送信し、 ページはそこで指定されてい

る設定に応じて処理されます。

[QC モード ] が [ 最初のページ ] に設定されている と、 最初のページが空白の場合、

VRS インタラ クティブ ビューアで、 空白ページと して検出されるか、 削除される

ページと して認識されます。 同様に、 [QC モード ] が [ 各ページ ] に設定されている

と、 VirtualReScan インタラ クティブ ビューアで表示される空白ページはすべて認識

されます ( 図 2-42)。 削除されない空白ページは、 スキャニング アプ リ ケーシ ョ ンに

送られます。

空白ページの検出によってページが削除される と、 他の理由で生成された例外など
を含む、 そのページのすべての例外が無視され、 キャンセルされます。 空白ページ
の裏面のイ メージに関連する例外は、 通常どおり処理されます。
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図 2-41  [ 空白ページ ] パネル

空白ページの検出を有効にするには

1 バッチでスキャンする ドキュ メン ト  タイプに近い空白のドキュ メン ト をス

キャンし、 VRS タスクバー メニューから  [ プレビュー ] を選択します。

2 VRS 調整コン ト ロールから、 [ 空白ページ ] パネルを選択します。

3 [ 検出を有効にする ] チェッ ク  ボッ クスを選択して、空白ページの自動検出を

有効にします。 [ 空白ページの検出 ] チェッ ク  ボッ クスを選択して、 空白

ページの自動削除を有効にします。
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メモ  削除なしの空白ページの検出は、 ImageControls ベースのスキャニング 
アプ リ ケーシ ョ ンではサポート されていますが、 ISIS または TWAIN ベース

のスキャニング アプ リ ケーシ ョ ンではサポート されていません。

4 [ 検出感度 ] の設定では、 ページのコンテンツを検出する感度を指定します。

利用できる値の範囲は 1 から  100 です。 この値を高くする と、 ページに散ら

ばったわずかなコンテンツも検出されるよ うになるため、 このページは空白

ページと して処理されません。 この値を低くする と、 ページに含まれたわず
かなコンテンツが検出されなくなるため、 このページは空白ページと して処

理されます。 次のいずれかの方法で、 [ 検出感度 ] の設定を調整します。

スライダを左に動かして、 ページに含まれたわずかなコンテンツを検出
するレベルを下げます。
スライダを右に動かして、 ページに含まれたわずかなコンテンツを検出
するレベルを上げます。
テキスト  ボッ クスの矢印をク リ ッ クして、[ 検出感度 ] の値を増減させます。

[ 検出感度 ] のテキス ト  ボッ クスをク リ ッ ク し、 値を入力します。

" コンテンツを検出 " または " 空白ページを検出 " メ ッセージは、 [ 検出感

度 ] の設定に基づいて VRS がイ メージを空白ページと して処理するかど う

かを示しています。 また、 [ 検出感度 ] の設定を調整して、 VRS がページの

コンテンツを検出するしきい値を設定するこ と もできます。

5 ページが空白かど うかを判断する際に穴の部分を無視する場合は、 [ パンチ

穴を無視する ] チェッ ク  ボッ クスを選択します。 これが選択されていない

と、 ページの端にある穴以外が空白であるページが、 空白ページと して認識
されない可能性があ り ます。

6 [OK] をク リ ッ ク します。

メモ  空白ページの検出によってページが削除される と、 他の理由で生成さ
れた例外などを含む、 そのページのすべての例外が無視され、 キャンセルさ
れます。 空白ページの裏面のイ メージに関連する例外は、 通常どおり処理さ
れます。

ビューアでの空白ページの表示

空白ページを削除する機能を有効にする と、 空白ページは自動的に削除され、
ビューアには表示されません。 ただし、 [QC モード ] を  [ 最初のページ ] または [ 各
ページ ] に設定する と、 スキャン処理は停止され、 設定したページが表示されます。

ページが空白の場合は、 イ メージの表示エリ アに検出されたこ と、 または削除され
るこ とを示すメ ッセージと共に表示されます ( 図 2-42)。 QC モードが [ エラー時 ] に
設定されている と、 空白ページの裏面に関連する例外が発生した場合も、 ビューア
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で空白ページが表示されます。 削除されない空白ページは、 スキャニング アプ リ

ケーシ ョ ンに送られます。

図 2-42  空白ページが削除されることを示すメ ッセージ

プロフェ ッシ ョナル機能デモ

[ ツール ] メニューの [ プロフェ ッシ ョナル機能デモを有効にする ] は、 VRS 基本ラ

イセンスでのみ表示されます。 VRS デスク ト ップ、 ワークグループ、 またはプロダ

クシ ョ ン  ライセンスでは、 機能制限のない VRS プロフェッシ ョナル機能がインス

トールされます。 [ プロフェッシ ョナル機能デモを有効にする ] を使用して、 VRS プ
ロフェ ッシ ョナル機能のデモを有効にできます。 このモードを有効にする と、 VRS 
プロフェ ッシ ョナル機能にアクセスできるよ うにな り、 スキャンしたイ メージには、
"Kofax Demo Mode" とい う ロゴが挿入されます。

VRS プロフェッシ ョナル機能のデモが有効になる と、 VRS インタラ クティブ ビュー

アの VRS 調整コン ト ロールに新し く  3 つのパネル ([ 色 ]、 [ 背景 ]、 [ 空白ページ ]) 
が追加されます。
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メモ  VRS プロフェッシ ョナル機能デモ モードで [ 色 ] パネルおよび [ 背景 ] パネル

にアクセスするには、 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンでカラーでスキャンするよ う

に設定する必要があ り ます。

このデモを終了する と、 VRS 調整コン ト ロールに追加されたパネルが削除され、 [ 鮮
明度 ]、 [ ノ イズ ]、 [ 傾き ] パネルにのみアクセスできます。 [ 色 ] パネル、 [ 背景 ] 
パネル、 [ 空白ページ ] パネルのオプシ ョ ンは利用できな くな り ます。

プロフェ ッシ ョナル機能デモを有効にするには

1 [ツール] メニューから  [プロフェッシ ョナル機能デモを有効にする ] を選択し

ます。 このメニュー コマンドの隣に、 デモが有効であるこ とを示すチェッ

ク  マークが付きます。

2 VRS プロフェッシ ョナル機能デモがアクティブになっているこ とを確認する

メ ッセージで [OK] をク リ ッ ク します。

3 VRS インタラ クティブ ビューアの VRS 調整コン ト ロールに新し く  3 つのパ

ネル ([ 色 ]、 [ 背景 ]、 [ 空白ページ ]) が追加されます。

メモ  スキャニング アプリ ケーシ ョ ンでカラーでスキャンするよ うに設定さ

れている と、 [ 色 ] パネルおよび [ 背景 ] パネルを利用できます。

4 スキャンしたすべてのイ メージに "Kofax Demo Mode" とい う ロゴが挿入され

ているこ とを確認して ください。

5 ラ イセンスをアップグレード して、 機能制限のない VRS プロフェ ッシ ョナ

ル機能を使用するには、 Windows の [ スタート ] メニューから、 [ すべての

プログラム ] － [Kofax VRS] － [VRS のアップグレード ] を選択します。詳細

は、 VRS のオンライン ヘルプを参照して ください。

メモ  VRS プロフェッシ ョナル機能デモは、 スキャニング アプリ ケーシ ョ ン

を終了するまで有効です。

VRS プロフェ ッシ ョナル機能デモ モードを終了するには

1 VRS プロフェッシ ョナル機能デモが有効な状態で、[ ツール ] メニューから  [ プ
ロフェッシ ョナル機能デモを有効にする ] を選択します。 デモが無効になり、

このメニュー コマンドの隣に表示されていたチェッ ク  マークが消えます。

2 VRS 調整コン ト ロールは更新され、 [ 色 ] パネル、 [ 背景 ] パネル、 [ 空白ペー

ジ ] パネルのオプシ ョ ンは利用できな くな り ます。 VRS プロフェ ッシ ョナル

機能デモ モードを終了後、 これらのパネルを利用しよ う とする と、 VRS プ
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ロフェ ッシ ョナル ラ イセンスが必要であるこ と示すメ ッセージが表示され

ます。 メ ッセージには、 VRS プロフェ ッシ ョナル ラ イセンスを購入できる  
[VRS のアップグレード ] ダイアログ ボッ クスへのリ ンクが含まれています。

[ 鮮明度 ]、 [ ノ イズ ]、 [ 傾き ] パネルは利用できます。

3 デモが無効な状態でスキャンされたイ メージには、 "Kofax Demo Mode" とい

う ロゴは挿入されません。

詳細機能の使用

VRS インタラ クティブ ビューアでは、 詳細機能を使用できます。 スキャナが詳細機

能をサポート している場合、 [ スキャナ ド ラ イバの設定 ] オプシ ョ ンを使用して、 次

のいずれかのダイアログ ボッ クスにアクセスできます。

[ 詳細設定 ] ダイアログ ボッ クス : ページのレイアウ ト 、 JPEG 圧縮、およびそ

の他のカスタム機能に関連したオプシ ョ ンにアクセスできます。

[ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ  ボッ クス : エンド ーサ、 カラー イメ ージの処

理、 四角形のピッキング、 および回転に関する設定オプショ ンを指定できます。

[ スキャナ ド ラ イバの設定 ] オプシ ョ ンを選択してアクセスできるダイアログ ボッ

クスは、 VRS 用に設定されているスキャナによって異な り ます。 [ スキャナ ド ラ イ

バの設定 ] オプシ ョ ンは、 次の条件を満たしている場合にのみ利用できます。

スキャナまたはスキャナ ド ラ イバが詳細機能をサポート している場合。

プレビュー モードで VRS インタラ クティブ ビューアを開いている場合。

メモ  詳細機能を使用する場合は、 注意が必要です。 一部の機能は、 VRS の最良のパ

フォーマンスに影響を及ぼす可能性があ り ます。

VRS インタラクテ ィブ ビューアから詳細機能にアクセスするには

1 サンプル イ メージをスキャンします。

2 VRS タスクバー メニューから  [ プレビュー] を選択して VRS インタラ クティ

ブ ビューアを開きます。

3 VRS インタラ クティブ ビューアから次のいずれかを行います。

[ ツール ] メニューから  [ スキャナ ド ラ イバの設定 ] を選択します。

ツールバーから  [ スキャナ ド ラ イバの設定 ] アイコンを選択します。

メモ  スキャナ ド ラ イバが詳細機能をサポート していない場合、 [ スキャナ 
ド ラ イバの設定 ] メニュー コマンドまたはツールバー オプシ ョ ンは利用で

きません。
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4 VRS 用に設定されているスキャナによって、 次のいずれかのダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

[ 詳細設定 ] ダイアログ ボッ クス

[ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クス

メモ  [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クスに関する詳細は、 113 ペー

ジの 「詳細設定プロパティ」 を参照して ください。

自動修正マネージャの使用

自動修正マネージャを使用して、 デバイスの競合や用紙搬送の問題などの VRS 例外

条件を処理できます。 VirtualReScan 管理ユーティ リ ティ の [ エラー ] タブの動作タイ

プで [ 自動修正 ] または [ 手動修正 ] が指定されている例外条件が発生すると 、 VRS 
は [ 自動修正マネージャ ] ダイアログ  ボッ ク スを開きます。動作タイプに [ 自動修正 ] 
が選択されている場合、 自動修正マネージャが自動モード で開きます。 動作タイプに 
[ 手動修正 ] が選択されている場合、 自動修正マネージャが手動モード で開きます。

図 2-43  自動修正マネージャ

自動修正マネージャは、 例外条件とその対処方法を説明するテキス ト を表示します。
また、 例外条件によっては、 例外の原因となったイ メージも表示されます。

[ 自動修正マネージャ ] ダイアログ ボッ クスのオプシ ョ ンは、 アクティブ モード  ( 自
動または手動 ) によって異な り ます。

OK - 自動モード : 自動修正マネージャが自動モードで開かれた場合 (動作タイ

プが [ 自動修正 ] の場合 )、 [OK] ボタンはグレー表示になり ます。 VRS は例

外条件が解決される と、 自動的にスキャン処理を再試行します。

OK - 手動モード : 自動修正マネージャが手動モードで開かれた場合 (動作タイ

プが [ 手動修正 ] の場合 )、 デバイスの競合や用紙搬送の問題を手動で解決す

る必要があ り ます。 問題を解決した後、 [OK] ボタンをク リ ッ ク して " そのま

ま " でイ メージを受け付けます。 イ メージは、 スキャニング アプ リ ケーシ ョ

ンに送られ、 スキャン処理が続行されます。



VRS の操作

VirtualReScan (VRS) ユーザーズ ガイド 83

キャンセル : バッチを停止するか、 またはスキャン処理をキャンセルします。

[ キャンセル ] を選択する と、 エラー情報がスキャニング アプ リ ケーシ ョ ン

に送られます。 エラーの原因となったイ メージは、 スキャニング アプ リ ケー

シ ョ ンには送られません。

再スキャン ( 手動モードのみ ): ドキュ メン ト をスキャナに再ロード した後、ド

キュ メン ト を再スキャンします。

Kofax VRS プログラム フォルダ

Windows の [ スタート ] メニューから、 [ すべてのプログラム ] － [Kofax VRS] を選

択します ( 図 2-44)。

図 2-44  VRS プログラム フォルダ

Kofax VRS プログラム フォルダ内の機能は、 製品ライセンスのステータスによって

異なり ます。

VRS のアクティベーシ ョ ン

VRS プロフェッシ ョナル ライセンスのアクティベーシ ョ ンを行います。 このメ

ニュー コマンドを選択する と、 [VRS のアクティベーシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスが

表示されます。 このダイアログ ボッ クスを使用して、 ラ イセンス  コードを リ クエス

ト します。 VRS プロフェ ッシ ョナル機能を使用した り、 製品アップデートやテクニ

カル サポート を利用するには、 VRS プロフェッシ ョナル ラ イセンスのアクティベー

シ ョ ンを行う必要があ り ます。 詳細は、 VRS のヘルプまたは 「VRS インス トール ガ
イ ド」 を参照して ください。

今すぐ購入

VRS を評価モードで実行している場合は、 このメニュー コマンドを使用して、 VRS 
の製品ライセンスを購入します。 このメニュー コマンドを選択する と、 [VRS の購

入 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 製品を購入するための Kofax Web サイ トにア

クセスできます。 このメニュー コマンドは、 VRS をデモ モードまたは評価モードで

実行している場合に利用できます。 詳細は、 VRS のヘルプを参照して ください。
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アップデートの確認

VRS 製品のアップデート をダウンロード します。 この機能を利用するには、 VRS プ
ロフェ ッシ ョナル ラ イセンスのアクティベーシ ョ ンを行う必要があ り ます。 詳細は、

VRS のヘルプまたは 「VRS インス トール ガイ ド」 を参照して ください。

VRS のアクティベーシ ョ ン解除

VRS 製品ライセンスのアクティベーシ ョ ンを解除し、 削除します。 VRS をアンイン

ス トールする場合は、 後で同じコンピュータに再インス トールする場合を除き、 製
品ラインセンスのアクティベーシ ョ ンを解除して下さい。 詳細は、 VRS のヘルプま

たは 「VRS インス トール ガイ ド」 を参照して ください。

VRS の登録

VRS 基本ライセンスの登録を行います。 このメニュー コマンドを選択する と、 [VRS 
の登録 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 登録を行う こ とができます。 テクニカル 
サポート を利用するには、 VRS 基本ライセンスのアクティベーシ ョ ンを行う必要が

あ り ます。 詳細は、 VRS のヘルプまたは 「VRS インス トール ガイ ド」 を参照して く

ださい。

今すぐアップグレード

VRS ラ イセンスのアップグレードを行います。 このメニュー コマンドを選択する

と、 [VRS のアップグレード ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 ライセンスのアップ

グレードを購入するための Kofax Web サイ トにアクセスできます。 このメニュー コ
マンドは、 プロダクシ ョ ン ラ イセンスよ り も下位のライセンスで VRS を実行してい

る場合に利用可能です。 詳細は、 VRS のヘルプを参照して ください。

スキャナ設定ユーティ リテ ィ

スキャナ設定ユーティ リ テ ィ を起動します。 スキャナ設定ユーティ リ ティは、 ス
キャンまたはファ イル インポートのソース とデフォルトの VRS スキャナを設定しま

す。 詳細は、 85 ページの 「スキャナ設定ユーティ リ ティ」 を参照して ください。

VRS テスト  アプリケーシ ョ ン

VCDemo を起動します。 VCDemo は、 VRS と共に自動的にインス トールされる  
ImageControls ベースのデモ用スキャニング アプ リ ケーシ ョ ンです。 詳細は、 「VRS 
インス トール ガイ ド」 の VCDemo のセクシ ョ ンを参照して ください。
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付録 A

スキャナ設定ユーティ リテ ィ

はじめに

Kofax スキャナ設定ユーティ リ テ ィ を使用して、 スキャンおよびイ メージ デバイス

用のソースを作成し設定するこ とができます。 また、 デフォルトの VRS スキャナも

設定するこ とができます。 スキャナ設定ユーティ リ ティは、 Kofax VRS プログラム 
フォルダから利用できます。

スキャニング アプリ ケーシ ョ ンから、 スキャン  ソースを選択するこ とで、 スキャン 
セッシ ョ ン中に適切なド ライバが使用されます。 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンで 
VRS を実行するには、 VRS スキャン ソースを選択する必要があ り ます。

VRS または Adrenaline SCSI スキャナ コン ト ローラを使用する場合は、 スキャナを選

択する と、 スキャニング アプ リ ケーシ ョ ンでいくつかのスキャン ソースをすぐに利

用できます。 VRS Component Installer をインス トールした場合も、 スキャン ソースを

利用できます。 したがって、 多くの場合、 スキャナ設定ユーティ リ ティ を使用して
スキャン  ソースを作成する必要はあ り ません。

次の状況のいずれかに該当するインス トールの場合は、 スキャナ設定ユーティ リ
ティ を使用して、 スキャン ソースを追加する必要があ り ます。

VRS と互換性はあるが、 VRS の動作保証プロセスが行われていないスキャナ

を使用する場合。

互換性のあるスキャナで Kofax Adrenaline SCSI スキャナ コン ト ローラ  (VRS 
なしで ) 使用しており、 「<XYZ Scanner> without SVRS」 とい う名前のデフォ

ルト  ソース以外にソースを作成したい場合。

スキャナ設定ユーティ リ テ ィでは、 次の操作ができます。

スキャン  ソースを作成し設定します。

スキャナを選択して、 デフォルトの VRS スキャナに設定します。

スキャナを VRS のデフォルト設定に戻します。
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ソースのプロパティを設定します。

インポートするソースを作成し、 管理します。

スキャン ソースの設定 - クイック  スタート

スキャナ設定ユーティ リ テ ィでは、 さまざまな方法でソースを作成し設定するこ と
ができます。 このセクシ ョ ンでは、 最も簡単で一般的なスキャン ソースの設定方法

について説明します。 動作保証されていないスキャナまたは VRS と互換性のないス

キャナのカスタム ソースを設定する場合は、 87 ページの 「スキャン ソースの設定 - 
カスタム」 を参照して ください。 詳細は、 スキャナ設定ユーティ リ ティから  [ ヘル

プ ] をク リ ッ ク して ください。

スキャン ソースを設定するには

1 Windows の [ スタート ] メニューから、 [ すべてのプログラム ] － [Kofax 
VRS] － [ スキャナ設定ユーティ リ ティ ] を選択します。 [ スキャナ設定ユー

ティ リ ティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 図 A-1)。

図 A-1  [ スキャナ設定ユーティ リテ ィ ] ダイアログ ボックス

2 [ スキャナ ] ノードを展開して、 スキャナの製造元を参照します。

3 [ 製造元 ] ノードを展開して、 スキャナのモデルを選択します ( 図 A-2)。
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図 A-2  スキャナの製造元リスト

メモ  スキャナの製造元リ ス トには、 VRS 動作保証スキャナと ド ラ イバがイ

ンス トールされているスキャナが表示されます。

4 [ デフォルトに設定 ] をク リ ッ クする と、 次の処理が実行されます。

選択されたスキャナの標準ソースの作成 ( ソースが存在しない場合 ) 
選択されたスキャナをデフォルト  スキャナに設定

デフォルト  スキャナのデフォルト  ソースの設定 ( デフォルト  ソースは、

現在有効なライセンスによって決ま り ます )
VRS ソフ ト ウェアでデフォルト  スキャナを使用する際に有効になるデ

フォルトのイ メージ処理プロパティの設定

5 [ スキャナ設定ユーティ リ ティ ] ダイアログ ボッ クスの下部にある  [ 現在の

デフォルト  スキャナ ] と  [ 現在のデフォルト  ソース ] が更新されます。

6 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 スキャナ設定ユーティ リ ティ を終了します。

新し く作成されたソースをスキャニング アプリケーシ ョ ンから利用できます。

スキャン ソースの設定 - カスタム

このセクシ ョ ンでは、 [ ソースの設定 ] ダイアログ ボッ クスを使用して、 動作保証さ

れていないスキャナまたは VRS と互換性のないスキャナのソースを設定する方法に

ついて説明します。 これは、 特殊な命名規則のカスタム  ソースを使用するスキャニ

ング アプ リ ケーシ ョ ンで必要とな り ます。
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スキャナのカスタム ソースを設定するには

1 必要なスキャナ ド ラ イバがマシンにインス トールされているこ とを確認し

ます。

2 スキャナ設定ユーティ リ テ ィ を起動します。

3 [ 利用可能なイ メージング デバイス ] リ ス トで [ スキャナ ] ノードを展開し

て、 スキャナの製造元を参照します。

メモ  スキャナの製造元リ ス トには、 VRS 動作保証スキャナと ド ラ イバがイ

ンス トールされているスキャナが表示されます。

4 スキャナ モデルを選択し、 [ ソースの設定 ] をク リ ッ ク します。 タイ トル 
バーにスキャナ名が示される  [ ソースの設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ

れます ( 図 A-3)。

図 A-3  [ ソースの設定 ] ダイアログ ボックス

5 [ ソースの設定 ] ダイアログ ボッ クスで [ 新規 ] をク リ ッ ク します。 [ ソース

の作成 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます ( 図 A-4)。
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図 A-4  [ ソースの作成 ] ダイアログ ボックス

6 ソース名 : スキャニング アプ リ ケーシ ョ ンからスキャナまたはソース  デバ

イスを参照する際に使用する名前を入力します。 アプ リ ケーシ ョ ンの命名規
則に沿った名前を入力して ください。 通常、 スキャナまたはソース  デバイ

スの名前に、 ソースの種類の説明を加えたものをソース名と します。 例え
ば、 “ スキャナ A ISIS” などです。 この場合、 “ スキャナ A” はスキャナの製造

元とモデルを示します。

7 ソースの種類 : リ ス トから ソースの種類を選択します。 リ ス ト中のソースの

種類は、 スキャナをサポート している ド ライバの種類 (ISIS、 TWAIN、 また

は Kofax) と スキャナで使用するソフ ト ウェア (VRS、 AIPE など ) に対応して

います。 例えば、 選択したスキャナに ISIS ド ラ イバが関連付けられている

場合、 ISIS スキャニングに関連付けられているスキャン ソース  (VRS ソース

を含む ) のみリ ス トに表示されます。 適切な種類を選択してください。 詳細

は、 96 ページの 「標準の VRS ソースの種類」 を参照して ください。

8 [ イ メージ設定 ] グループのオプシ ョ ンに関する情報は、 ダイアログ ボッ ク

スから  [ ヘルプ ] をク リ ッ ク して参照して ください。 通常、 Kofax テクニカ

ル サポートから指示された場合を除き、 これらの設定を使用する必要はあ

り ません。

9 [OK] をク リ ッ ク して、 [ ソースの作成 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

10 [ ソースの設定 ] ダイアログ ボッ クスの [ 設定済みソース ] リ ス トに、 追加

したソースがデフォルト設定と して表示されます。 これで、 新し く作成した
ソースをスキャニング アプリ ケーシ ョ ンから利用できます。
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図 A-5  スキャナ設定ユーティ リテ ィ  - 新し く追加されたソース

11 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ ソースの設定 ] ダイアログ  ボッ ク スを閉じます。

メモ  このダイアログ ボッ クスの他のオプシ ョ ンに関する詳細は、 94 ページ

の 「[ ソースの設定 ] ダイアログ ボッ クスのオプシ ョ ン」 を参照して くださ

い。

[ スキャナ設定ユーティ リテ ィ ] ダイアログ ボックス

このセクシ ョ ンでは、 [ スキャナ設定ユーティ リ ティ ] ダイアログ ボッ クスのユー

ザー インターフェイスの概要について説明します。

スキャナ設定ユーティ リ テ ィ を起動する と、 スキャナおよびファイル インポート  デ
バイスを含む [ 利用可能なイ メージング デバイス ] リ ス トが表示されます。 スキャ

ナ リ ス トには、 すべての VRS 動作保証スキャナと ド ラ イバがインス トールされてい

るスキャナがアルファベッ ト順に表示されます。 スキャナ リ ス トでは、 各スキャナ 
モデルの重要な情報を視覚的に識別できます。 また、 フ ィルタ  オプシ ョ ンを使用し

て、 リ ス トに表示する項目を絞り込むこ と もできます。 詳細は、 91 ページの 「アイ

コン」 または 92 ページの 「スキャナ リ ス トのフ ィルタ  オプシ ョ ン」 を参照して くだ

さい。
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図 A-6  スキャナ設定ユーティ リテ ィ

アイコン

[ スキャナ設定ユーティ リ ティー ] では、 [ 利用可能なイ メージング デバイス ] リ ス

トの項目に関する重要な情報をアイコンで示します。 リ ス トに表示されるアイコン
は次のとおりです。

VRS アイコン : VRS 動作保証スキャナ

互換スキャナ アイコン : VRS で動作保証されていないスキャナ (互換性のある

スキャナと も呼ばれます )
赤い X マーク : マシン上にド ライバが存在しないスキャナ

チェッ ク  マーク : 現在デフォルト と して選択されているスキャナ

CD: ファ イル インポート  デバイス

リ ス トでスキャナ名の上にカーソルを置く と、 利用可能なド ライバの種類 (ISIS、
TWAIN、 または Kofax SCSI) が表示されます。
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次の表は、 [ 利用可能なイ メージング デバイス ] リ ス ト で使用されているそれぞれの

アイコンについて説明します。

スキャナ リス トのフ ィルタ  オプシ ョ ン

次のいずれかのフ ィルタ  オプシ ョ ンを使用して、 [ 利用可能なイ メージング デバイ

ス ] リ ス トに表示するスキャナ リ ス ト を絞り込むこ とができます。

VRS 動作保証スキャナ : VRS 動作保証スキャナのみ表示する場合に選択しま

す。 その他のスキャナは表示されません。 このフ ィルタを選択しないと、
VRS 動作保証スキャナと ド ラ イバがインス トールされているスキャナが表示

されます。

ソース設定済みスキャナ: ソース設定済みスキャナのみ表示する場合に選択し

ます。 ソースが設定されていないスキャナは表示されません。

表 A-1  スキャナ設定ユーティ リテ ィ  アイコン 

アイコン 説明

VRS 動作保証スキャナです。

VRS 動作保証スキャナです。 現在、 デフォルトに選択されています。

VRS 動作保証スキャナですが、 マシン上にド ライバが存在しません。

VRS 動作保証スキャナです。 現在デフォルトに選択されていますが、 マシン上に
ド ライバが存在しません。

VRS 動作保証スキャナではあ り ません。

VRS 動作保証スキャナではあ り ません。 現在、 デフォルトに選択されています。

ディ スクからファ イルをインポートする際に使用されるデバイスです。
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また、 次のいずれかを指定して、 スキャナ リ ス トの表示設定を指定するこ と もでき

ます。

すべて : すべての製造元のスキャナを表示する場合に選択します。

製造元 : 特定の製造元のスキャナのみ表示する場合に選択します。製造元を指

定します。

メモ  リ ス ト でスキャナ名の上にカーソルを置く と、 利用可能なド ライバの種類 
(ISIS、 TWAIN、 または Kofax SCSI) が表示されます。

スキャナの製造元とフ ィルタ  オプシ ョ ンを組み合わせて、 表示設定を指定するこ と

もできます。 例えば、 特定の製造元のソース設定済み VRS 動作保証スキャナのみ表

示するこ とができます。

[ スキャナ設定ユーティ リテ ィ ] ダイアログ ボックスのオプシ ョ ン

このセクシ ョ ンでは、 [ スキャナ設定ユーティ リ ティ ] ダイアログ ボッ クスで選択可

能なオプシ ョ ンについて説明します ( 図 A-7)。

図 A-7   [ スキャナ設定ユーティ リテ ィ ] ダイアログ ボックスのオプシ ョ ン
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デフォルトに設定 : 現在選択されている  [ 利用可能なイ メージング デバイス ] 
リ ス トにあるデバイスをデフォルトのデバイス と して設定します。 このデバ
イスが、 動作保証されたスキャナ、 または互換性のある  VRS スキャナであれ

ば、 適切なソースが自動的に作成され、 設定されます ( ソースが存在しない

場合 )。 選択されている項目が、 ファ イル インポート  デバイスの場合、 デ

フォルトのソース  “My Kofax File Import with AIPE” が作成されます。 さ ら

に、 VRS のデフォルト設定が、 選択されたスキャナのデフォルト  プロファ イ

ルに保存されます。

ソースの設定 : [ ソースの設定 ] ダイアログ ボッ クスを表示します。 このダイ

アログ ボッ クスは、 [ 利用可能なイ メージング デバイス ] リ ス トで現在選択

されているデバイス用のソースを作成、 設定、 表示します。 詳細は、 87 ペー

ジの 「スキャン  ソースの設定 - カスタム」 を参照して ください。

VRS のデフォルトに戻す : 選択したスキャナを VRS のデフォルト設定に戻

し、 デフォルトの VRS ソースに設定します。 このオプシ ョ ンを選択する前

に、 指定されたデバイス用のソースは作成済みでなければなり ません。 詳細
は、 98 ページの 「VRS のデフォルト設定の復元」 を参照して ください。

リ ス ト を更新 : デバイスのリ ス ト を更新します。 このオプシ ョ ンは、 現在の

セッシ ョ ン中、 リ ス トに影響する変更 ( ド ラ イバの追加、 削除など ) を行っ

た場合に役立ちます。

ヘルプ : [ スキャナ設定ユーティ リ ティ ] ダイアログ ボッ クスに関するオンラ

イン ヘルプの ト ピッ クを表示します。

閉じる : スキャナ設定ユーティ リ ティ を終了します。

[ ソースの設定 ] ダイアログ ボックスのオプシ ョ ン

前のセクシ ョ ンでは、 標準の VRS ソース とカスタム ソースの作成について説明しま

した。 ソースの種類に関係なく、 [ ソースの設定 ] ダイアログ ボッ クス  ( 図 A-8) で
は、 [ スキャナ設定ユーティ リ ティ ] ダイアログ ボッ クスの [ 利用可能なイ メージン

グ デバイス ] リ ス ト で現在選択されているデバイスの設定済みソースのリ ス ト を表

示できます。
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図 A-8   [ ソースの設定 ] ダイアログ ボックスのオプシ ョ ン

[ スキャナ設定ユーティ リ ティ ] ダイアログ ボッ クスの [ デフォルトに設定 ] オプ

シ ョ ンによってソースが作成された場合は、 次のいずれかのオプシ ョ ンを使用する
場合を除き、 [ ソースの設定 ] ダイアログ ボッ クスを使用する必要はあ り ません。

デフォルト  ソースに設定 : [ 設定済みソース ] リ ス トのソースを、 現在選択し

ているデバイスのデフォルト  ソースに指定します。 デバイスごとにデフォル

トのソースがあ り ます。 各デバイスのデフォルト  ソースは、 現在のデフォル

ト  デバイスのデフォルト  ソース とは異なるこ とがあ り ます。

新規 : 新規ソースの追加に使用する  [ ソースの作成 ] ダイアログ ボッ クスを表

示します。 操作手順は、 87 ページの 「スキャン  ソースの設定 - カスタム」 を

参照して ください。

削除 : [ 設定済みソース ] リ ス トで現在選択されているソースを削除します。

プロパティ : JPEG 圧縮などのオプシ ョ ンに関連付けられているイ メージ処理

プロパティを表示または更新します。 通常、 Kofax テクニカル サポートから

指示された場合を除き、 これらの設定を使用する必要はあ り ません。

スタンダード  ソースの作成 : 選択されたデバイスの標準の VRS ソースを作成し

ます。 [ スキャナ設定ユーティ リティ ] ダイアログ ボッ クスで [ デフォルトに

設定 ] オプシ ョ ンを選択して、 標準の VRS ソースを作成するこ と もできます。

ヘルプ : [ ソースの設定 ] ダイアログ ボッ クスに関するオンライン ヘルプの ト

ピッ クを表示します。

閉じる : [ ソースの設定 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。
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VRS のデフォルト設定の復元

VRS デフォルト設定は、 調整するこ とな く、 幅広いドキュ メン ト と スキャナを処理

するこ とができるよ うに選択されています。  一意な VRS プロパティ設定は、 各動作

保証スキャナごとに利用可能で、 スキャナを使用する際に有効になり ます。 VRS を
使用するにつれ、 デフォルト設定が誤って変更されてしま う こ とがあ り ます。 ス
キャナ設定ユーティ リ ティ を使用して、 選択したデバイスを元の VRS のデフォルト

設定に戻し、 デフォルトの VRS スキャナ ソースに設定するこ とができます。

以前のバージ ョ ンの VRS では、 Restore Default Values (RDV) ユーティ リ ティ を使用

して、 VRS のデフォルト設定にリセッ ト していましたが、 RDV ユーティ リ ティはな

くな り、 スキャナ設定ユーティ リ ティのデフォルト設定の復元機能に代わり ました。

以前のリ リースによ り  RDV ユーティ リ ティがインス トールされている場合、 Kofax 
Capture 8.0 または VRS 4.2 のインス トール時に自動的に削除されます。

VRS のデフォルト設定に戻すには

1 [ スキャナ設定ユーティ リ ティ ] ダイアログ ボッ クスの [ 利用可能なイ メー

ジング デバイス ] リ ス トで、 VRS 用に設定したスキャナを参照します。

2 リ ス トからスキャナを選択します。

3 [VRS のデフォルトに戻す ] をク リ ッ ク します。

メモ  VRS のデフォルト設定に戻す機能は、 選択したスキャナ用のソースが

設定されている場合にのみ利用可能です。

[ スキャナ設定ユーティ リ ティ ] ダイアログ ボッ クスの下部にある  [ 現在の

デフォルト  スキャナ ] と  [ 現在のデフォルト  ソース ] が更新されます。

4 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 スキャナ設定ユーティ リ ティ を終了します。

VRS を起動する と、 VRS 調整コン ト ロールのパネルが元の VRS のデフォル

ト設定に更新されます。

標準の VRS ソースの種類

このセクシ ョ ンでは、 標準の VRS ソースの種類と ソースの命名規則について示しま

す。 ソースの命名規則は、 使用するデバイスの種類 ( スキャナまたはファ イル イン

ポート ) によって決ま り ます。
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こ こで示すソースの種類は、 動作保証されたスキャナまたは互換性のある  VRS ス
キャナで利用するこ とができます。 スキャナのソースの種類は、 それぞれのスキャ
ナに対応する ド ラ イバ (ISIS、 TWAIN、 または Kofax) に依存します。 また、 大容量

のスキャニング環境における  AIPE (Adrenaline イ メージ プロセス  エンジン ) や 
HVRS ( ハード ウェア VirtualReScan) への対応にも依存します。

表 A-2  ISIS 用のソースの種類

ソースの種類 ソースの命名規則

Software VRS - ISIS scanning with image 
processing (AIPE) 

< スキャナの名前 > with SVRS with AIPE

Software VRS - ISIS scanning < スキャナの名前 > with SVRS

ISIS scanning with image processing (AIPE) < スキャナの名前 > without SVRS with AIPE

ISIS scanning < スキャナの名前 > without SVRS

表 A-3  TWAIN 用のソースの種類

ソースの種類 ソースの命名規則

Software VRS - TWAIN scanning with image 
processing (AIPE) 

< スキャナの名前 > with SVRS with AIPE

Software VRS - TWAIN scanning < スキャナの名前 > with SVRS

TWAIN scanning with image processing (AIPE) < スキャナの名前 > without SVRS with AIPE

TWAIN scanning < スキャナの名前 > without SVRS

表 A-4  HVRS SCSI 用ソースの種類

ソースの種類 ソースの命名規則

Hardware VRS - SCSI scanning with image 
processing (AIPE)

< スキャナの名前 > with SVRS with AIPE

Hardware VRS - SCSI scanning < スキャナの名前 > with SVRS
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VRS のデフォルト設定の復元

VRS のデフォルト設定は、 調整するこ とな く、 幅広いドキュ メン ト を処理するこ と

ができるよ うに選択されています。 VRS を使用するにつれ、 デフォルト設定が誤っ

て変更されてしま う こ とがあ り ます。 スキャナ設定ユーティ リ ティ を使用して、 選
択したデバイスを VRS のデフォルト設定に戻し、 デフォルトの VRS スキャン  ソー

スに設定するこ とができます。

VRS のデフォルト設定に戻すには

1 [ スキャナ設定ユーティ リ ティ ] ダイアログ ボッ クスの [ 利用可能なイ メー

ジング デバイス ] リ ス トで、 VRS 用に設定したスキャナを参照します。

2 リ ス トからスキャナを選択します。

3 [VRS のデフォルトに戻す ] をク リ ッ ク します。

メモ  VRS のデフォルト設定に戻す機能は、 選択したスキャナ用のソースが

設定されている場合にのみ利用可能です。

ダイアログ ボッ クスの下部にある  [ 現在のデフォルト  スキャナ ] と  [ 現在の

デフォルト  ソース ] が更新されます。 VRS を起動する と、 VRS 調整コン ト

ロールのパネルも元の VRS のデフォルト設定に更新されます。

表 A-5  HVRS TWAIN 用ソースの種類

ソースの種類 ソースの命名規則

Hardware VRS - TWAIN scanning with image 
processing (AIPE)

< スキャナの名前 > with SVRS with AIPE

Hardware VRS - TWAIN scanning < スキャナの名前 > with SVRS

表 A-6  ファイル インポート用のソースの種類

ソースの種類 ソースの命名規則

Kofax Software - Import from disk with image 
processing

My Kofax File Import with AIPE

Kofax Software - Import from disk without image 
processing

My Kofax File Import without AIPE
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4 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して、 スキャナ設定ユーティ リ ティ を終了します。
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付録 B

長い用紙のサポート

はじめに

VRS は、 いくつかのプロダクシ ョ ン スキャナで長い用紙のスキャンをサポート して

います。 この付録で説明されている手順に従って、 長い用紙のサポート を有効にで
きます。

長い用紙のサポート

VRS を使用して、 両面用紙を白黒の 300 DPI 以下でスキャンできます。 長い用紙の

サポート を有効にする と、 イ メージを回転できない場合があ り ます。

VRS で長い用紙をスキャンするには

1 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンを起動して ( この例では、 VCDemo が使用さ

れています )、 [Source] - [Properties] を選択します。

2 [Scanner Properties] ダイアログ ボッ クスで [Continuous Sheet] を選択します。

図 B-1  [Source Properties] ダイアログ ボックス
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3 [OK] をク リ ッ ク します。

これで、 長い用紙をスキャンできます。
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付録 C

ハイレベル バーコード  エンジン
(Enhanced Bar Code Engine)

はじめに

Kofax の標準バーコード認識エンジンは、 スキャニング アプリ ケーシ ョ ンで利用で

きます。 VRS プロフェ ッシ ョナル ワークグループまたは VRS プロフェ ッシ ョナル 
プロダク ト  ラ イセンスをアクティベーシ ョ ンした場合、 または Adrenaline 650i アダ

プタをインス トールしている場合は、 ハイレベル バーコード機能も利用できます。

メモ  ハイレベル バーコード  エンジンのライセンスも、 Kofax Capture のライセンス

で処理されるこ とがあ り ます。 詳細は、 Kofax Capture のドキュ メン ト を参照して く

ださい。

この付録では、 サポート されるバーコードの種類、 標準バーコード  エンジンとハイ

レベル バーコード  エンジンの相違点、 そしてこの 2 つのエンジンの切り替え方法に

ついて説明します。 詳細は、 106 ページの 「[Bar Code Properties] ダイアログ ボッ ク

スの使用」 を参照して ください。

標準バーコード と  ハイレベル バーコード

Adrenaline イ メージ プロセス  エンジン 3.65 の使用で、 バーコードのキャプチャ と読

み取り機能は、 カラー技術を使用したアプリ ケーシ ョ ンで拡張されました。 カラー 
イ メージは、 バーコードの解釈に必要な多くの情報を提供します。 そのため、 この
ハイレベル バーコード  リーダーは、 低い解像度や多様なレベルの画質でも、 サポー

ト されたすべてのバーコード  タイプで、 よ り正確に読み取るこ とができるよ うにな

り ました。 ハイレベル バーコード もまた、 向上した複調認識機能に加え、 グレース

ケール イ メージも処理できます。 さ らに、 二次元 (2D) バーコード もサポート しま

す。



付録 C

104 VirtualReScan (VRS) ユーザーズ ガイド

このダイアログ ボッ クスについては、 106 ページの 「[Bar Code Properties] ダイアロ

グ ボッ クスの使用」 を参照して ください。

図 C-1  [Bar Code Properties] ダイアログ ボックス

ハイレベル バーコードでは、 二次元バーコードの他に、 向上した認識機能ですべて

の標準バーコード  タイプをスキャンするこ とができます。 ハイレベル バーコード  エ
ンジンがサポートするバーコードは次のとおりです。

Aztec
Codabar
Code 128
Code 39 (3 of 9)
Code 93
DataMatrix
EAN
Interleaved 2 of 5
Maxi Code 
PDF 417
Postnet
QR 
UPC-A
UPC-E 
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サポートする標準バーコードは、 次のとおりです。

Codabar  
Code 128
Code 39 (3 of 9) 
Code 93
EAN
Interleaved 2 of 5
Linear 2 of 5
Postnet
UPC-A
UPC-E

バーコード  エンジンの切り替え方法

Kofax のハイレベル バーコード認識エンジンは、 標準バーコード認識エンジンを向

上させたもので、 処理速度は異なり ます。 認識の質よ り も、 処理速度を重視する場
合は、 [Standard Bar Code] アルゴ リズムを選択する と良いでし ょ う。 スキャニング ア
プ リ ケーシ ョ ンを再起動するこ とな く、 いつでも両アルゴ リズムを切り替えるこ と
ができます。

アクテ ィブなバーコード  エンジンを切り替えるには

1 [Bar Code Properties] ダイアログ ボッ クスを開きます。

2 次のいずれかを選択します。

Standard Bar Codes
Enhanced Bar Codes

対応するバーコード  タイプが選択できるよ うにな り ます。

3 適切なバーコード  タイプを選択して、 [Add] をク リ ッ クする と、 [Available] 
リ ス トから  [In Use] リ ス トに移動します。 [Ctrl] キーを押したままの状態にす

る と、 複数のバーコードを選択できます。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

メモ  [Standard Bar Code] アルゴ リズムに切り替える と、 二次元バーコードは

サポート されません。
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[Bar Code Properties] ダイアログ ボックスのアクセス

使用するスキャニング アプ リ ケーシ ョ ンによ り、 [Bar Code Properties] ダイアログ 
ボッ クスのアクセス方法は異なり ます。 VCDemo デモ アプ リ ケーシ ョ ンでは、

[Imaging] メニューから  [Bar Code Properties] ダイアログ ボッ クスを選択する と、 ス

キャニング アプ リ ケーシ ョ ンは、 スキャン中に特定のバーコードを自動で認識しま

す。

メモ  VCDemo は、 Kofax VRS プログラム フォルダから利用できます。

[Bar Code Properties] ダイアログでバーコードの処理方法をカスタマイズできます。

バーコードが見つかる と、 アプ リ ケーシ ョ ンはバーコードを検査し、 選択された条
件を満たすかど うかを判断します。 条件を満たす場合、 デコード され、 バーコード  
データは使用しているスキャニング アプリ ケーシ ョ ンに返されます。 このバーコー

ド  データは、 たとえば、 インデッ クス作成やワークフロー操作、 または在庫調査な

どに使用されます。

[Bar Code Properties] ダイアログ ボックスの使用

このセクシ ョ ンでは、 [Bar Code Properties] ダイアログ ボッ クスのオプシ ョ ンについ

て説明します。

[Recognition] グループ

[Bar Code Properties] の [Recognition] グループは、 バーコード認識を有効にしたり、

スキャナ固有のバーコード認識 ( 該当する場合 ) を選択した り、 またバーコード学習

機能を有効にするこ とができます。

Enable

[Enable] チェッ ク  ボッ クスを選択する と、 バーコード認識が有効になり ます。

チェッ クを外すとバーコード認識が無効になり ます。

Use Scanner

[Use Scanner] オプシ ョ ンは、 バーコード認識機能を持つスキャナ用です。
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Learn

バーコードの [Learn] 機能は、 イ メージ上のバーコードに関連付けられる最も適切な

値を自動で確定します。 選択されたバーコード  タイプと検索する向きを使用し、 現

在のイ メージ上のバーコードを検出して、 次の値を更新します。

Height
Width
Ratio
Quality

最良の結果を得るためには、 実際にイ メージ処理に使用されるものと同じスキャナ
およびスキャナ設定を使ってバーコードを  " 学習 " させる必要があ り ます。 また、 学

習機能を適切に動作させるためには、 使用するバーコードのタイプを知っておく必
要があ り ます。

メモ  学習機能は、 Postnet バーコードでは使用できません。 また、 学習モードは、 一

度に 1 つのバーコードでのみ動作します。 一度の学習操作で複数のバーコードや複

数のバーコード  タイプを  " 学習 " するこ とはできません。

[Interpret Bar Code] グループ

[Interpret Bar Code] オプシ ョ ンで、 バーコードをパッチ コード と して変換できます。

リ ス トからパッチ コードを選択するか、 または [No Patch Code] を選択してこの機能

を無効にします。

Patch I
Patch II
Patch III
Patch IV
Patch T
Patch VI 

[Bar Size] グループ

[Bar Size] では、 バーの高さ と幅を入力するか、 または選択できます。

Height

バーコードの高さ とは、 バーの上から下までの長さです。 高さの最小値は 0.015 イン

チで、 最大値は 1.25 インチです。 バーコードの高さを入力するか、 リ ス トから選択

します。
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Width

バーの幅とは、 バーコードの最も細いエレ メン トの物理的な幅です。 0.010 インチか

ら  0.050 インチの範囲で幅を入力するか、 リ ス トから選択します。

Any Width

バーの幅が不明の場合、 このチェッ ク  ボッ クスを選択して、 アプ リ ケーシ ョ ンが

バーコードを検索する際に自動的にバーの幅を決定できるよ うにします。

2 to 1 Ratio

バーコード  タイプによっては、 コードの最も細いエレ メン ト と大きなエレ メン トの

比率オプシ ョ ンをサポート しているものがあ り ます。 2 対 1 の比率では、 最も大きな

エレ メン トが最も細いエレ メン トの 2 倍です。 たとえば、 最も細いエレ メン トが 
0.20 インチの場合、 最も大きなエレ メン トは 0.40 インチです。

メモ  比率設定は、 Codabar、 Code 39、 Code 93、 Interleaved 2 of 5、 および Linear 2 of 
5 のバーコード  タイプでのみ利用できます。

[Search Direction] グループ

アプ リ ケーシ ョ ンは、 バーコードの検索エリ アから、 バーコードを直線的 （ リ ニア） 
に検索します。 たとえば、 垂直なバーコードの場合は、 イ メージの上から下に検索
します。 イ メージ上のバーコードは、 4 方向の向きに配置するこ とができます。 検索

する方向のチェッ ク  ボッ クス  (0、 90、 180、 270) を選択して ください。

[Quality] グループ

バーコードの画質とは、 イ メージ上のバーコード  エレ メン トの状態です。 たとえば、

黒のバーの輪郭が明確に描かれていて、 イ メージ上にほとんど ノ イズが存在しない
など、 非常に良い状態であった り、 また、 黒のバーが薄く、 バーコードの白い部分に

表 C-1  [Search Direction] オプシ ョ ン

向き イメージ上の方向

0 0 度回転、 あらゆる方向から読み取り

90 垂直、 90 度回転、 上から下に読み取り

180 水平、 右に 180 度回転、 右から左に読み取り

270 垂直、 右に 270 度回転、 下から上に読み取り
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ノ イズがあったりする場合があ り ます。 これらの要因は、 アプリ ケーシ ョ ンによる
バーコードの正確な読み取りに影響を及ぼすこ とがあるため、 読み取るバーコード
の画質を指定する必要があ り ます。

Good － 輪郭がはっき り と しており、 端が滑らかである。 ノ イズがない。

Normal － おおむね輪郭がはっき り と しているが、 ノ イズが多少あ り、 端が

粗い。

Poor － 端が粗い、 または読み取りに支障をきたすその他の特徴がある。

メモ  最適な結果を得るためには、 デフォルト設定の "Good" を選択して ください。

[Checksum]  グループ

メモ  Checksum 検証機能は、 Code 39、 Interleaved 2 of 5、 Linear 2 of 5 のバーコード  
タイプでのみ利用できます。 他のバーコード  タイプでは、 この機能は無視されます。

通常、 バーコードの最後の文字である  checksum 文字は、 バーコードの妥当性を確認

するのに役立ちます。 [Checksum] グループの [Enable] チェッ ク  ボッ クスを選択する

と、 checksum 検証を実行します。
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付録 D

パッチ コード認識

はじめに

パッチ コードは、 ドキュ メン トの区切り、 スキャナの停止、 またはスキャナ モード

の変更に使用できます。 パッチ コード とは、 バーコードを示す黒い水平バーのパ

ターンです。 ワークグループ ラ イセンスかプロダクシ ョ ン ラ イセンスを持つ VRS 
は、 ImageControls アプ リ ケーシ ョ ンでパッチ コード認識をサポート します。 また、

Adrenaline 650i スキャナ コン ト ローラを含む設定でも  ImageControls アプ リ ケーシ ョ

ンでパッチ コード認識をサポート します。

[Patch Code Properties] ダイアログ ボッ クス  ( 図 D-1) では、 パッチ コードを有効 / 無
効にしたり、 パッチコードの場所を指定できます。 VCDemo の場合、 [Patch Code] ダ
イアログ ボッ クスは [Imaging] メニューからアクセスできます。 他のパッチ コード  
オプシ ョ ンは、 VCDemo の [File] メニューにある  [Units] オプシ ョ ンから設定します。

メモ  動作保証されているスキャナを VRS で使用する と、 [Stop On Patch Code] はグ

レー表示になり ます ( 図 D-1)。

図 D-1  [Patch Code Properties (Advanced) ] ダイアログ ボックス
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[Patch Code Properties] ダイアログ ボックスの使用

パッチ コード検出を有効にするには、 次のオプシ ョ ンを使用します。

Enable

パッチ コード検出機能を利用するには、 [Enable] チェッ ク  ボッ クスを選択します。

Left Offset to Center of Patch Code

[Left Offset to Center of Patch Code] は、 パッチ コードの中心に近いポイン ト を定義す

るページの左端からの値です。 この値によ り、 パッチ コード検出機能で、 ページ上

のパッチ コードの位置をすぐに特定するこ とができます。 このオフセッ トは、 0 イ
ンチからページ幅までの値を設定できます。 値を  0 に設定する と、 パッチ コードを

横方向で検索します。

すべてのパッチ コードは、 次のよ うな細いバーと太いバーで構成されます。

細いバーの高さは、 0.08 インチでなければなり ません。

太いバーの高さは、 0.20 インチでなければなり ません。

パッチ コード全体の高さは、 0.80 インチでなければなり ません。

パッチ コード全体の幅は、 少な く と も  2.0 インチでなければなり ません。

検出するためには、 パッチ コードをページ上に正し く配置する必要があ り ます。

パッチ コードは、 横向きでなくてはな り ません。

イ メージの先端からは、 少なく と も  0.20 インチ離れた場所に配置する必要が

あ り ます。

イ メージの先端からは、 3.75 インチよ り も離れた場所に配置してはいけませ

ん。

両面スキャニング操作のパッチ コード仕様に準拠するため、 パッチ コードは、 ペー

ジの前面でのみ検出されます。 そのため、 ページの裏面のパッチ コードは無視され

ます。

メモ  パッチ コードの代替と して、 バーコードを、 バーコード と してだけでなくパッ

チ コード と して解釈するよ うに指定できます。 これは、 たとえば、 各ドキュ メン ト

の最初のページにのみバーコードがある場合に役立ちます。 [Bar Code Properties] ダ
イアログ ボッ クスで、 バーコードをパッチ コード と して設定します。 詳細は、 106 
ページの 「[Bar Code Properties] ダイアログ ボッ クスの使用」 を参照して ください。
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付録 E

詳細設定プロパティ

はじめに

この付録では、 [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クスについて説明します。 こ

のダイアログは、 プレビュー モードで VRS インタラ クティブ ビューアの [ ツール ] 
メニューから  [ スキャナ ド ラ イバの設定 ] を選択してアクセスできます。 

メモ  [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで利用できるオプシ ョ ンは、 VRS 
用に設定するスキャナによ り異な り ます。

図 E-1  [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボックス

イ メージが処理される と、 VRS 調整コン ト ロールのいくつかの設定が、 [ 詳細設定プ

ロパティ ] ダイアログ ボッ クスの設定よ り優先して適用されます。 イ メージ処理は、

次の順序で行われます。

1 [ 傾き ] パネルの [ 傾き補正 ] 設定を適用します ( 有効な場合 )。
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2 [ 傾き ] パネルの [ 自動クロ ップ ] 設定を適用します ( 有効な場合 )。

3 [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ 四角形のピッキング ] パネル

の設定を適用します。

4 [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ 回転 ] パネルの設定を適用し

ます。

[ エンドーサ ] パネル

VRS は、 基本的なエンドーサ機能およびアノテーシ ョ ンをサポート しています。 エ

ンドーサ機能が実装された VRS プロダクシ ョ ン ラ イセンス用のスキャナを使用する

場合、 [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ エンドーサ ] パネルを使用し

てエンドーサ機能のプロパティを設定できます。 [ エンドーサ ] パネルで、 文字のプ

リ フ ィ ッ クス  ( 接頭辞 ) と数値カウンタの値から文字列を作成し、 その作成した文字

列を使用してページと イ メージのエンドーサ / アノテーシ ョ ンを行う こ とができま

す。 いったん、 ページまたはイ メージに追加される と、 エンドーサおよびアノテー
シ ョ ンの文字列は永続的に使用されます。

[ エンドーサ ] パネルは、 オプシ ョ ンとアノテーシ ョ ン オプシ ョ ンとい う  2 つのグ

ループで構成されています。 オプシ ョ ン グループでは、 次のオプシ ョ ンから選択で

きます。

エンドーサ ： オフ、 アノテーシ ョ ン ： オフ  ( デフォルト設定 )
エンドーサ ： オン、 アノテーシ ョ ン ： オフ  ( 機械的エンドーサのみ ) 
エンドーサ ：オン、 アノテーシ ョ ン ： オン ( 機械的エンドーサと電子アノテー

シ ョ ン )

エンドーサおよびアノテーシ ョ ンが選択されていない場合は、 スキャンされたペー
ジまたはイ メージ結果に文字列は記載されません。 [ 機械的エンドーサのみ有効にす

る ] を選択する と、 エンドーサ文字列はスキャンされたページ上に物理的に印字さ

れますが、 イ メージ上には配置されません。 [ 機械的エンドーサと電子アノテーシ ョ

ンを有効にする ] を選択する と、 エンドーサ文字列がスキャンされたドキュ メン ト

と イ メージ結果の両方に表示されます。

[ 機械的エンドーサと電子アノテーシ ョ ンを有効にする ] オプシ ョ ンが選択される

と、 アノテーシ ョ ン オプシ ョ ン グループのオプシ ョ ンが有効にな り ます。 アノテー

シ ョ ンは、 ドキュ メン トの前面、 裏面、 または両面に付けるこ とができますが、 デ
フォルト設定では前面にのみ付けられます。

また、 [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クスでは、 エンドーサ文字列の内容を

設定 / 変更するこ とができる  [ テキス ト定義 ] オプシ ョ ンを利用するこ とができま

す。 [ テキス ト定義 ] ボタンは、 エンドーサ、 アノテーシ ョ ンが選択されない限り無

効です。
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[ テキスト定義 ] ダイアログ ボックス

[ 機械的エンドーサのみ有効にする ] または [ 機械的エンドーサと電子アノテーシ ョ

ンを有効にする ] のいずれかのオプシ ョ ンが有効な場合、 [ 詳細設定プロパティ ] ダ
イアログ ボッ クスの [ テキス ト定義 ] ボタンを選択する と、 [ テキス ト定義 ] ダイア

ログ ボッ クスが表示されます。 このダイアログ ボッ クスを使用してエンドーサとア

ノテーシ ョ ン文字列をカスタマイズします。 また、 [ テキス ト定義 ] を使用してエン

ドーサ文字列の詳細を次のよ うに指定できます。

プ リ フ ィ ッ クス  ( 文字列と日付の形式の選択 )
ページの上 / 左に配置する文字列の位置

ページ カウンターの桁

ページ カウンターの開始値

ページ カウンターの間隔 ( 増減値 )

図 E-2  [ テキスト定義 ] ダイアログ ボックス

プリフ ィ ックス

プリ フ ィ ッ クスは、 埋め込む他の文字列よ り も先行するよ う設定できる一連の文字
列オプシ ョ ンです。 通常、 プ リ フ ィ ッ クスは文字列と日付で構成されます。 [ プリ

フ ィ ッ クス ] ボッ クスに何も入力されない場合は、 空白が返されます。 文字列を作

成する際には、 表 E-1 の制限に注意してください。

表 E-1  プリフ ィ ッ クスに使用できる文字

スペース

0-9

% - _/\#.][()=+< > &

A-Z

a-z
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アノテーシ ョ ンで使用する文字列や日付を手動で入力するか、 または [ プリ フ ィ ッ

クス ] ド ロ ップダウン  リ ス トから選択して、 既定の情報をプリ フ ィ ッ クス設定に挿

入します。 日付には、 次の 表 E-2 で示す形式を選択できます。

メモ  いったん設定される と、 プ リ フ ィ ッ クスの内容は、 バッチ内のエンドーサとア
ノテーシ ョ ンに同一のものが使用されます。 カウンターが有効な場合は、 プリ
フ ィ ッ クスの文字列 ( ベース ) の後に印刷されます。 可能な文字数はスキャナによ り

異な り ます。 文字列の制限を越える と、 制限を越えた分は切り捨てられ、 警告音が
鳴り ます。 エンドーサ / アノテーシ ョ ンの文字列は、 文字のプリ フ ィ ッ クス とカウン

ター ( 数字 ) で構成されるため、 文字の長さを設定する場合は、 統合した長さを考慮

して ください。

[ プリ フ ィ ッ クス ] ボッ クスの直下には、 [ 上 ] テキス ト  ボッ クス と  [ 左 ] テキス ト  
ボッ クスがあ り、 アノテーシ ョ ン文字列の縦と横の配置を指定できます。 ユニッ ト  
グループのオプシ ョ ンを使用して、 テキス トの配置をインチ、 ミ リ メートル、 また
はピクセル (DPI に依存 ) で指定できます。 デフォルトの単位はインチです。

[ 上 ] テキス ト  ボッ クスでは、 エンドーサとアノテーシ ョ ン文字列を配置する各ペー

ジの上からの距離を指定できます。 デフォルト と最小値は 0 ですが、 最大値は用紙

サイズによ り異な り ます。 ピクセルと ミ リ メートルの単位で入力する場合は、 整数
でなければなり ませんが、 インチで指定する場合は、 .01 単位で入力できます。

[ 左 ] ボッ クスでは、 アノテーシ ョ ン文字列を配置するページの左端からの距離を指

定できます。 デフォルト と最小値は 0 ですが、 エンドーサ文字列は、 ページの上端

から  20 mm 以内の位置には印刷されません。 最大値は用紙サイズによ り異な り ます。

表 E-2  日付の形式

日付の形式 例 日付の形式 例

YYYY-MM-DD 2010-07-07 MM.DD.YYYY 07.07.2010

DD-MMM-YY 07-JUL-10 MMM.DD, YY JUL.07, 10

DD MMM YYYY 07 JUL 2010 YYYY 2010

MMM/DD/YYYY JUL/07/2010 YY 10

MMM/DD/YY JUL/07/10 MMM JUL

MM/DD/YYYY 07/07/2010 MM 07

MM/DD/YY 07/07/10 DD 07

MMM DD, YYYY JUL 07, 2010 YYDDD (ordinal) 10188
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ピクセルと ミ リ メートルが使用される場合は、 整数でなければなり ません。 インチ
の場合は、 .01 単位で入力できます。 アノテーシ ョ ンが設定されない限り、 [ 左 ] の
編集ボッ クスは無効です ( グレー表示 )。

メモ  すべてのスキャナでエンドーサ文字列の左と上の位置を指定できるわけではあ
り ません。 詳細は、 スキャナのドキュ メン ト を参照して ください。

[ テキス ト定義 ] ダイアログ ボッ クスの右側にある  [ ページ カウンター ] グループの

オプシ ョ ンは、 ページ カウンターを有効にした り、 自動エンドーサ / アノテーシ ョ

ン  カウンターの開始数、 使用する桁数、 カウンターの増分の値を設定できます。

有効

[ 有効 ] チェッ ク  ボッ クスを選択する と、 ページ カウンター機能が有効になり ます。

[ 有効 ] チェッ ク  ボッ クスがオフの場合、 他の [ ページ カウンター ] グループのすべ

てのオプシ ョ ンが無効にな り ます。

桁

ページ カウンターの長さはド ロ ップダウン リ ス ト で指定できます ( ド ロ ップダウン 
リ ス トは、 [ 有効 ] チェッ ク  ボッ クスが選択された場合にのみ利用できます )。 利用

できる値はスキャナと インス トールされているエンドーサ ハード ウェアによ り異な

り ます。 リ ス トには、 ページ カウンターの長さで利用可能な値のみが含まれていま

す。 カウンター数を増やさない場合は [ なし ] を選択します。

開始値

ページ カウンターの開始値は 1 に設定されていますが、 [ 開始値 ] ボッ クスを使用し

て変更するこ とができます。 新しいバッチを開始する と、 ページ カウンターの開始

値は、 前回のバッチの最終ページ カウンターに続く値になり ます。 必要に応じて、

新しい値を [ 開始値 ] ボッ クスに入力して ください。   

間隔

[ 間隔 ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 各ページで自動エンドーサ / アノテーシ ョ ン カ
ウンターの増分方法を決定します。 カウンターは、 スキャンする ドキュ メン ト 、
バッチの構成、 ユーザーのニーズを基に設定してください。 次の間隔が、 ド ロ ップ
ダウン リ ス トから利用できます。

1 ずつ増加 ( デフォルト )
2 ずつ増加

1 ずつ減少

2 ずつ減少
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メモ  減少は、 すべてのスキャナで利用できるわけではあ り ません。

このダイアログ ボックスの他のオプシ ョ ン

[ サンプル文字列 ] の右のテキス トは、 現在の埋め込みテキス トの日付またはカウン

ターが、 どのよ うに表示されるかを示します。 現在の日付が使用されます。

[ 色 ] パネル

VRS は、 いくつかのスキャナで利用できる追加のカラー機能をサポート しています。

これらの機能は、 [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ 色 ] パネルからア

クセスできます。 [ 色 ] パネルでは、 色のド ロ ップアウ トおよび JPEG 圧縮などのカ

ラーに関する機能の設定が可能です。 [ ド ロ ップアウ ト  カラー ( 前面 )]、 [ ド ロ ップ

アウ ト  カラー ( 裏面 )]、 [JPEG 圧縮 ] の 3 つのグループから構成されています。

図 E-3  [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボックス – [ 色 ] パネル

場合によっては、 OCR エンジンがデータにアクセスしやすいよ うに、 ドキュ メン ト

の背景色など、 1 つの色をすべて除去するケースがあ り ます。 スキャン中、 不要な色

を  " 消去 " する効果的な方法は、 色のド ロ ップアウ トです。 色の " ド ロ ップアウ ト " 
を選択した場合、 スキャナはその色を無視しますが、 他の色はキャプチャします。

[ ド ロ ップアウ ト  カラー ( 前面 )] と  [ ド ロ ップアウ ト  カラー ( 裏面 )] グループでは、

[ なし ]、 [ 赤 ]、 [ 緑 ]、 [ 青 ] のド ロ ップアウ ト  カラーを選択できます。 デフォルト
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は [ なし ] です。 スキャナが [ 両面 ] をサポート している場合、 前面と裏面で異なる

ド ロ ップ アウ ト  カラーを選択するこ とができます。

メモ  片面のみをサポートするスキャナでは、 裏面の色のド ロ ップアウ ト  オプシ ョ ン

は無効です。

JPEG (Joint Photographic Expert Group) は、 カラー イ メージとグレースケール イ メー

ジの圧縮のために標準化されたイ メージ形式です。 [ 色 ] パネルの [JPEG 圧縮 ] グ
ループにある  [ 有効 ] チェッ ク  ボッ クスで JPEG 圧縮を有効にできます。 [ 有効 ] 
チェッ ク  ボッ クスが選択される と、 画質のレベルを、 通常 (65)、 良 (80)、 最良 (95)、
カスタムから選択できます。

カスタムの画質レベル オプシ ョ ンが選択される と、 YUV 値とカスタム  JPEG 圧縮値

の両方を設定できます。 カスタム値の範囲は 1 から  100 で、 デフォルトは 65 です。

一般的な例と して、 JPEG 圧縮値を  100 に設定する と、 あま り圧縮されず、 元のイ

メージと同じ く らいのサイズにな り ます。 しかし、 JPEG 圧縮値を 10 に設定する と、

多くのデータを失う こ とにな り ます。

カスタムの JPEG 圧縮値をテキス ト  ボッ クスに入力するか、 上矢印と下矢印を使用

して値を選択できます。 カスタムの JPEG 圧縮値の結果は予測できないため、 この設

定は注意して使用して ください。 最適な圧縮値でよ り良いパフォーマンス と画質の
バランスをと る こ とが重要です。 スキャンが速くなっても、 必要なデータを失う よ
う な圧縮は避けてください。

必要な場合、 輝度 （フ ィールド とフレームの明るさ、 すなわち "Y"） および色差 （カ

ラー情報、 すなわち "UV"） を伴う カラー エンコード  スキームである  YUV をド ロ ッ

プダウン リ ス トから選択できます。 YUV の選択肢はスキャナによ り異な り ます。

[JPEG 圧縮 ] を有効にするチェッ ク  ボッ クスがチェッ ク されていないと、 [ 画質 ]、
[YUV]、 および画質の [ 値 ] の選択は無効になり ます。

[ 四角形のピッキング ] パネル

[ 四角形のピッキング ] パネルでは、 不要な領域を効率的にクロ ップし、 スキャンま

たは処理するイ メージを部分的に選択できます。 この機能は、 特定のスキャナでの
み利用できます。

[ 四角形のピッキング ] パネルは、 [ 前面 ] と  [ 裏面 ] という  2 つのグループで構成さ

れています。 スキャナが、 両面スキャンをサポート している場合は、 前面、 裏面、
または両面で四角形のピッキング設定を選択できます。 片面スキャナの場合は、 前
面設定のみが有効で、 裏面設定は無効になり ます。
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図 E-4  [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボックス – [ 四角形のピッキング ] パネル

[ 四角形のピッキング ] パネルでは、 次の設定を有効にできます。

使用する単位 ( インチまたはピクセル )
ドキュ メン ト上の四角形のピッキングの配置。ドキュ メン トの上端と左端 ( オ
フセッ ト ) からの距離を上矢印と下矢印を使って設定するか、 または [ 上 ] テ
キス ト  ボッ クス と  [ 左 ] テキス ト  ボッ クスに入力します。

四角形のピッキングの幅と高さ。 上矢印と下矢印を使って設定するか、 また
はテキス ト  ボッ クスに四角形のピッキングの値を入力します。

[ 回転 ] パネル

[ 回転 ] パネルは、 [ 前面 ] と  [ 裏面 ] のグループに分けられています。 スキャナが両

面スキャンをサポート している場合、 スキャン イ メージの前面および裏面を 90 度、

180 度、 270 度に回転できます。 0 を選択する と、 回転しません。 片面スキャナでは、

前面のみ回転できます。
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図 E-5  [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボックス - [ 回転 ] パネル

VRS インタラクティ ブ ビューアで表示されるイメ ージは、 回転角度に加えて、 [ 傾
き ] パネルで設定された角度で表示されます。 さ らに、 ImageControls ベースのアプリ

ケーショ ンの回転は独立しており 、 [ 回転 ] パネルで設定された回転の後に実行され

ます。 [ 回転 ] パネルの設定は、 傾き補正、 ク ロッ プおよび [ 四角形のピッ キング ] パ
ネルの設定の後に適用されます。 つまり 、 イ メ ージ処理の順序は、 次のと おり です。

VRS の傾き補正 ( 有効な場合 ) 
VRS のクロ ップ ( 有効な場合 )
[詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [四角形のピッキング ] パネルの

設定

[ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ 回転 ] パネルの設定

メモ  [ 回転 ] パネルのオプシ ョ ンは、 VRS の [ 傾き ] パネルにある  [ 自動の向き ] 
チェッ ク  ボッ クスを選択する と有効になる機能と競合します。 最良の結果を得るに

は、 [ 回転 ] パネルのオプシ ョ ンと  [ 自動の向き ] オプシ ョ ンを同時に選択しないで

ください。
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[ バージ ョ ン ] パネル

[ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ バージ ョ ン ] パネルは、 テクニカル 
サポートに関する情報を提供します。 スキャナのファームウェア情報、 Enhanced 
Grayscale Adapter (EGSA) ファームウェア バージ ョ ンのほか、 スキャナのエンドーサ

機能がインス トールされているか、 エンドーサが 16 ビッ ト または 24 ビッ ト  ( 該当す

る場合 ) かを示します。

図 E-6  [ 詳細設定プロパティ ] ダイアログ ボックス – [ バージョ ン ] パネル
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